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は じ め に

知床半島は、オホーツク海と根室海峡に挟まれた北海道の東北端に位置し、海

岸から標高約 1,600ｍの脊梁山頂部まで、原生的な自然環境と豊富な野生生物に

よって形成される多様な生態系が残されています。また、流氷によって運ばれる

豊富な植物性プランクトンの発生により豊かな海の生態系が形成されているとと

もに、シロザケやカラフトマスなどが産卵時期には川を遡上します。

このように、知床は海と陸との相互作用によって形成される特異な生態系と、

貴重な動植物の価値が高く評価されたことから、平成 17年 7 月、海域を含めて日

本で３件目の世界自然遺産として登録されました。

しかし、登録に先立つ平成 16 年８月、国際自然保護連合（ＩＵＣＮ）からの書

簡において、知床世界自然遺産候補地内の河川工作物がサケ科魚類の移動を阻害

しないように求めてきました。これに対して、日本政府は専門家の助言を得つつ

魚道の設置等の必要性を調査し、必要とされるものについては、逐次、その設置

等を行う用意があると回答しました。

この課題に対処するため、平成 17 年７月、環境省、林野庁、北海道の３者を合

同事務局とする知床世界自然遺産候補地科学委員会（平成 17 年８月、「知床世界

自然遺産地域科学委員会」に名称変更）の下に河川工作物ワーキンググループを

設置し、平成 18 年２月までに５回の会合を開き、世界自然遺産地域内及びその下

流にある河川工作物がサケ科魚類に及ぼす影響評価手法の検討・確立と、同手法

に基づいて平成 17 年度の対象河川工作物の影響評価を行いました。今後、残りの

河川工作物についても順次、影響評価を進めていくこととしています。

ワーキンググループでは、座長の中村太士北海道大学大学院教授をはじめ各委

員、関係者の皆様から貴重なご意見とご協力を賜り、ここに報告書として取りま

とめることができました。改めて心から謝意を表す次第であります。

また、報告書には、北海道森林管理局以外の北海道で実施した調査及び影響評

価に関する資料につきましても参考として掲載させていただいておりますので、

ここにお礼申し上げます。

本報告書が今後も、知床の河川工作物のサケ科魚類に与える影響評価に役立て

られ、サケ科魚類の遡上、産卵環境等の向上に寄与することを願っています。

なお、河川工作物の影響評価に係る調査及び報告書のとりまとめ等は、世界遺

産保全緊急対策事業として日本森林技術協会北海道事務所への業務委託により実

施したものです。

平成 18年 3 月

北海道森林管理局
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１ 河川工作物の影響評価の目的

平成 16 年８月の国際自然保護連合（ＩＵＣＮ）からの書簡において、知床世界

自然遺産候補地域内（※平成 17 年７月 17 日に世界自然遺産に登録。）の河川工作

物がサケ科魚類の移動を阻害しないように求められたことに対し、日本政府として、

専門家の助言を得つつ魚道の設置等の必要性を調査し、必要とされたものについて

は、逐次、その設置等を行う用意があると回答した。

このことを踏まえ、知床世界自然遺産地域内及びその下流に存在する河川工作物

のサケ科魚類の遡上等に及ぼす影響の有無を把握し、遡上阻害等している河川工作

物に改良を加えた場合の防災面、環境面等への影響について評価することにより、

河川工作物の改良の必要性について検討することを目的とする。
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２ 河川工作物の概要

（１）河川工作物の定義

河川工作物を以下のとおり定義する。

サケ科魚類の移動を妨げるすべての河川横断構造物を河川工作物とする。

※サケ科魚類：シロザケ、カラフトマス、サクラマス、オショロコマ

（２）影響評価対象河川及び河川工作物設置状況

図 2-1 の知床世界自然遺産地域内の河川位置図において、北海道森林管理局

が関係する河川は、イワウベツ川、ポンプタ川、羅臼川、知徒来川、オショロ

ッコ川、アイドマリ川、モセカルベツ川及びオッカバケ川の８河川である。こ

のうち平成 17 年度の影響評価対象河川は、イワウベツ川、モセカルベツ川、

オッカバケ川の３河川である。

表 2-1 に河川別河川工作物設置数、表 2-2 に河川・設置者・工種別工作物一

覧表を示した。

※北海道森林管理局所管以外の河川工作物についても参考として記載した。



図 2-1
3

知床世界自然遺産地域内の河川位置
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河川別河川工作物設置数

（平成 17 年 11 月末現在）

河川工作物設置者 魚道 複断面

対象河川 森林

管理局

北海道

開発局
北海道 斜里町 羅臼町 協会 計 森局 道 森局 道

備 考

ルシャ川 3 1 4 3 17年度対象河川

ポンプタ川 7 7

イワウベツ川 13 7 4 3 27 2 17年度対象河川

ホロベツ川 5 5

アイドマリ川 2 2

オショロッコ川 1 1

モセカルベツ川 6 6 12 6 17年度対象河川

オッカバケ川 2 1 3 1 17年度対象河川

知徒来川 10 10

羅臼川 11 21 2 34 5

ショウジ川 1 1

ケンネベツ川 8 8 17年度対象河川

チエンベツ川 2 2

サシルイ川 2 2 2 17年度対象河川

合 計 52 12 44 4 2 4 118 2 7 0 10

※ 河川工作物とは、具体的には谷止工、床固工、砂防えん堤工、取水堤、

ボックスカルバ－ト、流路工、ふ化場工作物を指す。

※ 協会とは、北見管内さけ・ます増殖事業協会である。

表 2-1
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表 2-2

魚道 複断面

本堤 151.0 2.5 1974 ○

前堤 6.6 2.0 1983 ○

2 156.0 2.5 1978 ○

3 159.0 2.5 1979 ○

さけ・ます増殖事業協会 内 1 20.0 - 1970

1 44.5 7.0 1982

2 47.0 6.0 1981

3 33.4 5.5 1993

4 28.0 6.0 1993

5 22.5 5.0 1985

6 22.0 3.1 1980

7 18.0 3.1 1980

1 26.5 5.0 1972

2 21.5 3.5 1972

3 42.0 4.0 1966

4 23.0 3.0 1970

5 37.3 5.0 1983

6 28.0 5.0 1983

7 39.5 4.5 1991

8 55.5 5.0 1991 ○

9 29.5 4.0 1992

10 30.5 3.0 1992 ○

11 30.0 2.5 1971

12 74.5 3.5 1980

13 67.2 4.0 1984

追5 1965

追6 1966

追7 1966

追8 1970

追9 1970

追10 1970

追11 1970

1 13.0 1.5 1980

追2 4.0 1982

追3 5.5 1966

追4 1982

1 16.0 1.0 1980

2 33.0 2.5 1980

追1 -

1 27.5 8.6 1979

2 25.5 10.4 1979

3 1979

4 16.0 5.0 1979

5 1979

ボックスカルバート

ボックスカルバート

流路工

取水工

帯工

流路工

流路工

橋脚

橋脚

流路工

魚止め

ボックスカルバート

流路工

ボックスカルバート

導水管

内

工 種

床固工

床固工

魚止め

谷止工

谷止工

谷止工

ボックスカルバート

ボックスカルバート

谷止工

鋼製自在枠谷止工

鋼製自在枠谷止工

鋼製自在枠谷止工

谷止工

谷止工

谷止工

谷止工

内

内

内

河川・設置者・工種別工作物一覧表

設置
年度

遡上対策
提高（m）堤長（m）No

ボックスカルバート

谷止工

谷止工

谷止工

谷止工

床固工

床固工

北海道
森林管理局

さけ・ます
増殖事業

協会

斜里町

1

床固工

床固工

鋼製谷止工

鋼製谷止工

ボックスカルバートイワウベツ川

内

内

北海道
森林管理局

北海道
開発局

ホロベツ川
北海道
開発局

河川名 設置者
遺産地域
内外別

北海道
ルシャ川

内ポンブタ川
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魚道 複断面

1 23.0 3.0 1988

2 28.0 4.5 1988

オショロッコ川 北海道森林管理局 内 1 26.0 4.5 1988

1 40.0 5.0 1987

2 43.0 4.0 1988

3 51.5 3.5 1989

4 51.5 3.5 1990

5 30.0 4.0 1986

6 35.0 6.0 1985

1 64.5 4.0 1979 ○

2 40.1 4.0 1975 ○

3 59.0 4.0 1976 ○

4 53.5 4.0 1977 ○

5 43.0 4.0 1978 ○

6 39.5 5.0 1992 ○

1 71.5 4.8 1978

2 49.5 4.8 1969

北海道 外 1 96.0 5.5 1992 ○

1 12.0 2.0 1983

2 7.6 2.5 1983

3 10.0 2.0 1983

4 10.0 2.0 1983

5 10.0 2.0 1983

6 10.0 2.0 1983

7 10.0 2.0 1983

8 10.0 2.0 1983

9 29.0 4.0 1982

10 32.5 6.0 1982

1 8.5 1.5 1987

2 10.0 2.5 1987

3 20.5 4.0 1987

4 31.0 4.5 1962

5 69.0 4.5 1966

6 47.0 5.0 1963

7 22.0 4.5 1965

8 54.5 4.0 1980

9 64.5 4.0 1981

10 103.0 10.0 1977

11 56.0 7.0 1970

谷止工

谷止工

床固工

谷止工

谷止工

床固工

流路工

流路工

床固工

床固工

流路工

流路工

流路工

流路工

床固工

床固工

床固工

谷止工

谷止工

床固工

床固工

床固工

鋼製谷止工

鋼製谷止工

谷止工

谷止工

谷止工

谷止工

床固工

床固工

床固工

床固工

内

谷止工

谷止工

谷止工

谷止工

谷止工

流路工

流路工

内

北海道 外

オッカバケ川

北海道
森林管理局

内

北海道
森林管理局

アイドマリ川
北海道

森林管理局
内

モセカルベツ川

羅臼川
北海道

森林管理局
内

知徒来川
北海道

森林管理局

河川名 設置者
遺産地域
内外別

No 工 種 堤長（m）提高（m）
設置
年度

遡上対策
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魚道 複断面

1 18.4 1.8 1964 ○

2 28.3 1.1 1964 ○

3 24.5 0.9 1964 ○

4 24.8 2.2 1964 ○

5 18.0 2.0 1964 ○

6 29.5 3.0 1964

7 34.3 0.4 1964

8 45.5 1.5 1964

9 22.8 0.1 1964

10 45.6 2.5 1968

11 67.7 1.4 1968

12 54.6 2.2 1968

13 78.5 1.5 1968

14 37.9 1.5 1968

15 37.9 1.4 1968

16 27.0 2.1 1968

17 26.6 2.5 1968

18 32.7 1.3 1968

本堤 64.0 5.3 1964

垂直壁 41.8 3.3 1963

本堤 82.3 12.0 1972

垂直壁 53.5 4.0 1971

本堤 56.0 10.0 1977

垂直壁 29.0 3.0 1976

1 20.0 5.8 1952

2 3.0 0.0 1991

ショウジ川 北海道 外 1 20.5 4.5 1969

本堤 57.0 4.5 1966

前堤 38.0 2.2 1966

2 61.5 5.0 1998

3 73.5 6.0 1988

4 79.5 5.5 1988

5 65.5 5.0 1993

6 39.0 8.0 1968

7 70.0 9.5 ２００１～２００２

8 83.5 7.5 １９９９～２００１

本堤 50.5 6.0 1987

前堤 39.5 3.0 1987

本堤 45.5 7.0 1967

前堤 33.5 3.5 1967

本堤 40.5 3.0 1972 ○

前堤 39.0 2.0 1972 ○

本堤 33.5 6.0 1969 ○

前堤 31.0 4.0 1972 ○

※ 網掛けは、平成17年度対象河川。

※ Noは河川工作物の番号で、平成17年度評価対象の河川工作物の位置については、P.25～29の

｢河川工作物及び河川環境の状況｣の図を参照。

落差工

取水堤

取水口

床固工

落差工

落差工

落差工

落差工

落差工

落差工

落差工

落差工

落差工

落差工

落差工

工 種

谷止工

谷止工

落差工

落差工

落差工

落差工

落差工

落差工

床固工

床固工

1 床固工

谷止工

床固工

谷止工

床固工

床固工

床固工

床固工

20 砂防えん堤工

21 砂防えん堤工

砂防えん堤工19

1

2

外

羅臼町 内

羅臼川

北海道

外

内

外

チエンベツ川 北海道 外

ケンネベツ川

サシルイ川 北海道

北海道

1

2

河川名 設置者
遺産地域
内外別

No 堤長（m）提高（m）
設置
年度

遡上対策



8

３ 河川工作物がサケ科魚類に与える影響評価手法の確立

（１）影響評価手法と評価指標

河川工作物がサケ科魚類に与える影響並びに上下流域に与える防災面、生

態面に与える影響を評価する手法をフローチャート（図 3-1）で表現するとと

もに、この影響評価フローの主項目（1～９）に対応する評価指標及び評価方

法については、影響評価表（表 3-1）として作成した。

この影響評価手法を用いて、知床世界自然遺産地域内及びその下流に設置

されている河川工作物を評価するが、その考え方は次のとおりである。

ア 評価フロー１～３

評価フロー１：河川工作物以外の遡上及び生息阻害要因の有無

評価フロー２：河川工作物が主原因か

評価フロー３：河川工作物上流の産卵環境等の有無

これらの三つの評価フローは、河川工作物がサケ科魚類の遡上、産卵及び

生息環境に与える影響を評価するために、サケ科魚類の遡上、産卵及び生息

環境に必要な条件を整理したものである。

これらの評価を基に、河川工作物がサケ科魚類の遡上、産卵及び生息環境

に与える影響を評価し、遡上、産卵及び生息環境があれば河川工作物を改修

する条件にあり、次の評価フローに進む。逆に、これらの条件に合わない場

合は河川工作物を改修するメリットがないことから改修を控える（現状維

持）。

イ 評価フロー４～６

評価フロー４：上下流における流出可能土砂量の状況

評価フロー５：下流域の保全対象の状況

評価フロー６：河川周辺の生態系の状況

上記評価フロー３において上流の産卵環境等が確保されている場合は、評

価フロー４～６で河川工作物をサケ科魚類が遡上、産卵出来るように改修し

た場合の防災機能や生態系への影響の大きさを評価する。この場合評価フロ

ー４～６について、各々並行して検討する。

ウ 評価フロー７

評価フロー７：工作物改修に伴う防災機能への全体的な影響（４、５、６

を踏まえて検討する）

評価フロー４、５、６を総合的に検討し、工作物改修等に伴う防災機能、

河川工作物周辺の生態系及び保全対象物への影響について、全体的に影響が

小さいと評価した場合は、次のフローに進む。影響が大きい場合は改修を控

える（現状維持）。この場合、専門家の判断を仰ぐ。
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エ 評価フロー８

評価フロー８：工法の選択等の検討

ここでは、河川工作物改修の技術的、経済的可能性について検討する。

工法の選択と経済的環境の検討結果から改修の可能性を総合的に検討し、

可能であれば評価フロー９に進み、困難な場合は工作物の改修を控える（現

状維持）。

オ 影響評価の適用範囲外

河川工作物の直接の影響評価は、破線枠内にある評価フロー１～８で行う

が、以下の項目については、影響評価の因子とはならないものの河川工作物

の影響評価及び改良に当たって考慮しなければならない重要な要因となる

ため、影響評価の適用範囲外として破線の枠外に示した。

（ア）「関係者への事前情報の提供」

河川工作物の影響評価に必要な調査を行う場合は、関係者に対し事前に

目的等を説明し、理解を得ることが、その後の改修計画の進捗を図る上で

も大切な手順となることから、スタート時点に記載した。

（イ）評価フロー９：地域住民との合意形成は可能か

地域住民との河川工作物改修計画についての合意形成に関する内容で

ある。

(２) 影響評価フローと影響評価表

前述のとおり、サケ科魚類の河川工作物に与える影響を評価する上での考

え方と、その評価方法を示し、影響評価方法の道筋を図 3-1 のフロー図に示

した。

また、影響評価表を表 3-1 に示した。
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図 3-1

河川工作物がサケ科魚類に与える影響評価フロー

（河川環境・防災面等からの影響評価を含む）

有

無

主原因でない
否

有
主原因

無 無
有

大きい
小さい

無

有

困難
可能

河川工作物以外
の遡上､生息阻
害要因の有無

河川工作物上流
の産卵環境等の

有無

河川工作物が
主原因か

工作物改修等に伴う防
災機能等への全体的な
影響（4,5,6を踏まえて検

討する）

現状の維持

河川工作物上流に
すぐ工作物が
あるか

魚道等改修
工事の実施

終了

河川工作物の上流におけるサケ科魚類の産卵及
び生息環境の把握

１

４

2

3

５ ６

７

地域住民との合
意形成は可能か

河川別サケ科魚類の遡上量の把握(調査資料）

９

河川工作物以外によるサケ科魚類の遡

上、生息阻害への影響の把握

河川工作物がサケ科魚類の遡上を阻害す
る主原因か否かの把握

工作物改修等に伴う防災機能、保全対象
の状況、河川周辺の生態系への全体的な

影響を踏まえて検討する

破線内が影響評価の

適用範囲

3'

注：河川流域の河床の状態や生態的環境等は時
間の流れとともに変化するため、現状のみならず、
モニタリングを通じた長期的視点からの検討が重
要である。

関係者への事前情報の提供

上・下流におけ
る流出可能土

砂量の状況

下流域の保全
対象の状況

河川周辺の生

態系の状況

工法の選択等
の検討

８



11

表 3-1

河川別サケ科魚類の遡上量の把握(調査資料） ※ 関係者への事前情報の提供

指標（調査項目） 評価方法 指標全体としての評価

①滝（落差）
落差（上れる高さを基準に）
1）遡上可能、2）遡上困難
専門家の判断

②pH
pH5.5以下(※1)は遡上、生息困
難

①河川工作物の落差と越
流水深

落差等（上れる高さを基準に）
1）遡上可能、2）遡上困難
専門家の判断

②プールの水深と広がり
体長の1～1.5倍くらいを基準に
1）遡上可能、2）遡上困難

①水面幅（平水時）
幅１～1.5ｍ以上を目安として
1）困難、2）可能

②水深(平水時）
魚種毎の体高を目安として
1）困難、2）可能

③河床の組成

(ｱ)礫区分
1）礫なし(泥状)、
2）20cm以下の礫が主に混合、
3）は2）以上の礫が主に混在、
4）岩盤状
1）4）以外は産卵・生息可能

(ｲ)沈み石
(ｱ)の2)、3)の礫については、沈
み石の占有率が低ければ産卵・
生息可能

④河川形態（瀬、淵の状
態を可児式で示す）

1）蛇行・淵無、2）Aa、
3）Bb、４）Bc
1)以外は産卵・生息環境有り

⑤濁水の流入の有無
濁水が生息条件をこえる状況を
目安に、
1）困難、2）可能

⑥水温
産卵、生息の適温を目安として
1）困難、2）可能

⑦河川内の礫上のスギゴ
ケ

1）無し、2）有り
有れば安定河床の目安

⑧湧水
1）無し、2）有り
有れば産卵に適

⑨河畔林率
（河川延長に対する割
合）

1）大、2）中、3）小
大ならば生息環境が適

⑩枝沢
1）無し、2）有り
有れば生息及び退避環境が適

河川工作物がサケ科魚類に与える影響評価表

影響評価の適用範囲内の評価項目

主 項 目

河川工作物が主原因か

（河川環境・防災面等からの影響評価を含む）

河川工作物以外の遡上、生息阻害
要因が有れば現状維持へ、無けれ
ば次のフロー2ヘ進む。

河川工作物が主原因でない場合は
現状維持、遡上困難の主原因であ
ると評価されれば次のフロー3へ
進む。

総合的に評価結果を検討し、上流
の環境が遡上・産卵及び生息困難
と判定されれば現状維持。遡上・
産卵及び生息可能と判定されれば
次のフロー 4，5，6 へ進む。
⑨と⑩はサクラマス、オショロコ
マの生息環境、退避環境の適否を
判定する。

1
河川工作物以外の遡上、
生息阻害要因の有無

2

河川工作物上流の遡上・
産卵・生息環境の有無

3
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指標（調査項目） 評価方法 指標全体としての評価

①渓流内滞留土砂量

ﾍｸﾀｰﾙ当り渓流内滞留土砂量、擬
似掃流力、累積渓流内土砂量の
関係を総合的に考慮して、流出
可能土砂量が
1）少ない、2）中くらい
3）多い
専門家の判断

②土砂生産源
ア）山腹崩壊地
イ）復旧崩壊地
ウ）特殊崩壊地
エ）山腹内滞留土砂

ﾍｸﾀｰﾙ当り崩壊地面積及び累積崩
壊地面積を総合的に考慮して、
流出可能土砂量が
1）少ない、2）中くらい
3）大きい
専門家の判断

5 下流域の保全対象の状況 ①保全対象

1．人家、建造物
1）有、 2）無
2．道路、橋梁
1）有、 2）無
3．漁場等
1）有、 2）無

保全対象の状況を検討し、改修に
伴う人命や地域経済活動に関する
分析結果をとりまとめ、次のフ
ロー７へ進む。

①遡上魚類の産卵床の保
全（下流域）

改修に伴う産卵床の増減数から産
卵床への影響が、
1）小さい、2）中くらい
3）大きい
専門家の判断

②生態系の保全

重機等のアクセス及び改修に伴
う重機等による周辺生態系の変
化が、
1）小さい、2）大きい

7
工作物改修等に伴う防災
機能等への全体的な影響

①工作物改修等に伴う防
災機能及び河川周辺の生
態系への影響

河川工作物改修等に伴う防災機
能への影響等（4，5，6）の全体
的な検討結果から、影響が、
1）大きい、3）小さい
専門家の判断

工作物改修等において、防災機
能、河川周辺の生態系が保持さ
れ、また、保全対象の安全性が確
保されると評価できれば、フロー
8に進み、否の場合は現状維持。

8 工法の選択等の検討
①河川工作物改修の技術
的・経済的可能性

工法の選択と経済的環境の検討
結果から、可能性が、
1）有り
2）無し

工法の選択の技術的側面及び経済
的環境を総合的に考えて、可能性
があれば、フロー9へ、無ければ
現状維持。

指標（調査項目） 評価方法 指標全体としての評価

9
地域住民との合意形成は
可能か

①合意形成の可能性 地域住民との話し合い等の経過
から、
1）可能、2）困難

合意形成が可能であれば工事の実
施へ進む。困難であれば現状維
持。

主項目

渓流内滞留土砂量及び土砂生産源
の多少に関する分析結果を取りま
とめ、次のフロー７へ進む。

重機等の現地へのアクセス及び改
修に伴う重機等による産卵床や生
態系の変化の分析結果を取りまと
め、次のフロー７へ進む。

（※1） 「サケ科魚類の繁殖機構に及ぼす酸性雨の影響」 養殖研究所・日光支所・繁殖研究室

「水産用水基準（生活環境項目）」 （社）日本水産資源保護協会

影響評価の適用範囲内の評価項目

主 項 目

影響評価の適用範囲外の評価項目

6

上・下流における流出可
能土砂量の状況

河川周辺の生態系の状況

4
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４ 調査方法と調査結果

イワウベツ川、モセカルベツ川、オッカバケ川の３河川について調査した。

調査結果から見た各河川の特徴は表 4-1 のとおりである。また、河川縦断図を

図 4-1 に示した。

※北海道が関係する河川についても参考として記載した。
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泉

ﾎ
ﾃ
ﾙ，

登
山

ﾋ
ｭｯ

ﾃ
等

ル
シ

ャ
川

設
置

数

イ ワ ウ ベ ツ 川

過
去

に
は

,
1
0～

15
年

お
き

に
土

石
流

が
発

生
し

て
い

る
。

昭
和

54
,
5
6年

に
激

甚
災

害
を

受
け

て
い

る
。

本
流

の
N
o
3ﾀ

ﾞ
ﾑ
堆

砂
域

，
及

び
勝

利
橋

上
流

部
に

お
い

て
土

石
流

痕
跡

（
堆

積
）

が
見

ら
れ

る
。
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（１）影響評価に必要な調査内容

ア 河川環境調査

（ア）調査内容

ａ 調査内容は表 4-2 に示すとおりである。

表 4-2 河 川 環 境 調 査 項 目

区 分 調 査 項 目

Ⅰ 影響評価フローに直結する調査項目

1 河川工作物以外の遡上、

生息阻害要因の状況

ア 滝（落差）

イ pH

2 河川工作物の状況 ア 落差（工作物等の流水面からプール（水叩き部分）

水面までの高さ）、越流水深

イ プールの水深、広がり

3 遡上、産卵及び生息環境等の状況

(1)遡上、産卵関係 ア 水面幅（平水時）

イ 水深（平水時）

ウ 河床組成

(ｱ)礫区分

①礫なし（泥状）② 20cm 以下の礫が主に混在

③ ②以上の礫が主に混在 ④ 岩盤状

※①～④の区分別に占有率で把握。

(ｲ)沈み石

※(ｱ)の②、③の礫については、沈み石の占有率で把握。

エ 河川形態（可児式で表示）

オ 濁水

カ 水温

キ スギゴケ（転石への付着の有無）

ク 湧水 ※湧水が確認された場合に記録する。

(2)生息関係 ア 河畔林率（河川延長に対する割合）

イ 枝沢の数

※サクラマス、オショロコマの採餌、退避環境の判定に用いる。

Ⅱ 影響評価フローに直結しない調査項目

1 河川工作物の状況 ア 河川工作物の区分、設置年度及び遡上対策の有無等

2 工作物設置以前の状況 ア 各河川の放流の有無に係る資料収集

イ 過去のデータ収集

※河床組成は、特に時間的経過による変動が大きいが、現時点における一定の傾向を把握し

評価することを目的に用いる。
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ｂ 調査区間の定め方（土砂動態調査と共通）

（ａ） 河川を横断している工作物から、次の工作物の下までを 1 調査区間と

し、順次調査区間を設定する。ただし、最上流に設置されている河川工作

物からの調査区間は、工作物の堆砂区域間とし、それより上流部は必要に

応じ調査区間を設定する。

（ｂ）支流に河川工作物がある場合は、本流との合流点を起点として区間を設

ける。

（ｃ）サケ科魚類の遡上を阻害している自然の滝等の落差は 100cm 以上(※１)

を目安とし、その滝より上流部に河川工作物が設置されていても調査は行

わない。

ｃ 遡上を阻害している河川工作物の落差の基準（フローの判定に使用）

（ａ）落差が 40cm 以上(※２)を目安にする。

(※１)「知床サケ科魚類遡上状況等調査業務（平成 16 年）」 北海道

「サクラマス遡上・産卵状況調査業務平成 15 年度報告書」 知床財団委託調査

「石狩川魚がのぼりやすい川づくり推進モデル事業実施計画(平成 17 年）」

北海道開発局・北海道

(※２)「知床サケ科魚類遡上状況等調査業務（平成 16 年）」 北海道

（イ）調査結果

河川環境の調査結果は、表 4-3-1-1～4-3-6、図 4-2-1～4-2-5（※Ａ３サイ

ズ原図をＡ４サイズに縮小）のとおりである。

※北海道所管の河川工作物が存置する河川（ルシャ川、サシルイ川、ケンネ

ベツ川、モセカルベツ川、オッカバケ川）についても、北海道による調査

結果を参考に記載した。
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ワ
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落
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流
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縦
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落
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流
水

面
か
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面
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の
落
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組

成
の

①
は
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、

②
は

2
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m
以

下
の
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が
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③
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②
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④
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℃
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追
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ｽ
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追
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ﾏ
ｽ
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③
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ﾏ
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③
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追
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追
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③
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.
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追
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ワ
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落
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岩

盤
状

を
指

し
そ

の
占

め
る

割
合

を
示

す
。

区
間

区
間

長
（

ｍ
）

工
作

物
等

落
差

(
m
)

魚
止

滝
落

差
(
m
)

工
作

物
下

流
側

の
プ

ー
ル

(
m
)

工
作

物
等

越
流

水
深

(
m
)

水
面

幅
(
m
)

河
川

水
深

(
m
)

水
温

(
℃

)
p
H

河
床

組
成

(
%
)

沈
み

石
(
%
)

河
川

形
態

(
可

児
式

）

ス
ギ

ゴ
ケ

の
有

無

濁
水

の
流

入
の

有
無

河
畔

林
(
%
)

枝
沢

の
数

魚
影

を
確

認
し

た
魚

種

河
口

～
1
(
北

海
道

)
1
8
5

7
0
.
2

1
2
.
6

7
.
9

②
1
0
③

9
0

0
A
a

無
無

0
0

ｶ
ﾗ
ﾌ
ﾄ
ﾏ
ｽ

1
(
北

海
道

)
～

2
(
北

海
道

)
1
0
0

1
.
3
7

0
.
8
7

5
.
0
*
5
.
0

0
.
3

4
0
.
2

1
2
.
6

②
3
0
③

7
0

0
A
a

無
無

7
0

0
ｵ
ｼ
ｮ
ﾛ
ｺ
ﾏ

2
(
北

海
道

)
～

3
(
北

海
道

)
7
9

1
.
2
6

2
.
5
2

7
.
0
*
1
0
.
0

0
.
1

5
0
.
2

1
2
.
6

③
1
0
0

0
A
a

無
無

6
0

0
ｵ
ｼ
ｮ
ﾛ
ｺ
ﾏ

3
(
北

海
道

)
～

4
(
北

海
道

)
7
4

0
.
8
7

1
.
2
0

6
.
0
*
6
.
0

0
.
1

5
0
.
2

1
2
.
6

7
.
9

③
1
0
0

0
A
a

無
無

1
0
0

0
ｵ
ｼ
ｮ
ﾛ
ｺ
ﾏ

4
(
北

海
道

)
～

5
(
北

海
道

)
9
4

0
.
8
3

1
.
9
1

6
.
0
*
8
.
0

0
.
1
5

6
0
.
2

1
2
.
6

③
1
0
0

0
A
a

無
無

6
0

0
ｵ
ｼ
ｮ
ﾛ
ｺ
ﾏ

5
(
北

海
道

)
～

6
(
北

海
道

)
5
7

0
.
2
0

0
.
6
0

2
.
0
*
1
.
5

0
.
1

7
0
.
3

1
2
.
6

7
.
4

②
2
0
③

8
0

0
A
a

無
無

1
0
0

0
ｵ
ｼ
ｮ
ﾛ
ｺ
ﾏ

6
(
北

海
道

)
～

1
(
森

管
局

)
1
4
7

0
.
5
4

1
.
7
4

5
.
0
*
5
.
0

0
.
0
5

5
0
.
3

③
1
0
0

0
A
a

無
無

1
0
0

0
ｵ
ｼ
ｮ
ﾛ
ｺ
ﾏ

1
(
森

管
局

)
～

2
(
森

管
局

)
5
7

3
.
4
1

1
.
1
4
,

7
.
0
*
1
5
.
0

0
.
0
4

5
0
.
3

1
4
.
0

7
.
6

③
1
0
0

0
A
a

無
無

1
0
0

0
ｵ
ｼ
ｮ
ﾛ
ｺ
ﾏ

2
(
森

管
局

)
～

3
(
森

管
局

)
5
6

1
.
9
5

0
.
8
6
,

4
.
0
*
1
5
.
0

0
.
0
4

5
0
.
3

③
1
0
0

0
A
a

無
無

1
0
0

0
ｵ
ｼ
ｮ
ﾛ
ｺ
ﾏ

3
(
森

管
局

)
～

4
(
森

管
局

)
5
8

2
.
3
1

0
.
8
9
,

5
.
0
*
1
5
.
0

0
.
0
4

5
0
.
3

1
3
.
4

6
.
9

③
1
0
0

0
A
a

無
無

1
0
0

0
ｵ
ｼ
ｮ
ﾛ
ｺ
ﾏ

4
(
森

管
局

)
～

5
(
森

管
局

)
1
3
8

2
.
4
8

1
.
0
5
,

5
.
0
*
1
5
.
0

0
.
0
4

5
0
.
3

③
1
0
0

0
A
a

無
無

1
0
0

0
ｵ
ｼ
ｮ
ﾛ
ｺ
ﾏ

6
(
森

管
局

)
～

A
2
6
1

2
.
2
1

3
.
8
4

1
0
.
0

0
.
4
0
,

3
.
0
*
1
5
.
0

1
.
0
4
，

9
.
0
*
2
2
.
0

0
.
0
4

0
.
0
4

5
0
.
3

1
4
.
6

7
.
9

③
1
0
0

0
A
a

無
無

1
0
0

0
ｵ
ｼ
ｮ
ﾛ
ｺ
ﾏ

河
川

環
境

調
査

総
括

表

調
査

年
月

日
：

モ
セ
カ
ル
ベ
ツ
川
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表
4
-
3
-
3

河
川

名
：

オ
ッ

カ
バ

ケ
川

平
成

1
7
年

8
月

1
6日

～
1
8
日

（
森

林
管

理
局

）
平

成
1
7年

9月
26

日
～

10
月

3
日

（
北

海
道

）

※
1

河
川

環
境

は
，

河
口

よ
り

落
差

1
ｍ

の
天

然
の

滝
（

魚
止

滝
）

ま
で

を
整

理
し

た
。

区
間

欄
の

○
囲

み
は

魚
止

滝
を

示
す

。

2
区

間
は

，
河

川
工

作
物

，
沢

の
分

岐
，

魚
止

滝
で

区
切

っ
て

い
る

（
図

面
：

河
川

工
作

物
及

び
河

川
環

境
の

状
況

の
工

作
物
N
o
，

デ
ー

タ
区

分
点

を
参

照
）

。

3
プ

ー
ル

は
工

作
物

等
下

流
の

水
深

、
広

が
り

の
縦

×
横

。

4
落

差
と

は
工

作
物

等
の

流
水

面
か

ら
プ

ー
ル

水
面

ま
で

の
落

差
。

5
河

床
組

成
の

①
は

礫
な

し
、

②
は

2
0
c
m
以

下
の

礫
が

主
に

混
在

、
③

は
②

以
上

の
礫

が
主

に
混

在
、

④
は

岩
盤

状
を

指
し

そ
の

占
め

る
割

合
を

示
す

。

区
間

区
間

長
（

ｍ
）

工
作

物
等

落
差

(
m
)

魚
止

滝
落

差
(
m
)

工
作

物
下

流
側

の
プ

ー
ル

(
m
)

工
作

物
等

越
流

水
深

(m
)

水
面

幅
(
m
)

河
川

水
深

(
m
)

水
温

(
℃

)
p
H

河
床

組
成

(
%)

沈
み

石
(
%)

河
川

形
態

(
可

児
式

）

ス
ギ

ゴ
ケ

の
有

無

濁
水

の
流

入
の

有
無

河
畔

林
(%

)
枝

沢
の

数
魚

影
を

確
認

し
た

魚
種

河
口

～
1
(
北

海
道

)
35

8
1
2

0.
4

1
2
.8

7
.
5

②
4
0③

60
0

A
a

無
有

(
水

産
加

工
場

)
50

0
ｶﾗ

ﾌ
ﾄﾏ

ｽ

1
(北

海
道

)
～

1
(森

管
局

)
40

6
0
.1

2
1
.
72

,
5
.
0*

5
.0

0
.
1

1
0

0.
4

1
2
.8

②
3
0③

70
0

A
a

無
無

1
00

0
ｶﾗ

ﾌ
ﾄﾏ

ｽ

1
(森

管
局

)
～

2
(森

管
局

)
24

8
4
.7

0
0.

9
5,

5.
0*

1
6.

0
0
.
07

6
0.

3
1
3
.5

8
.
0

③
10

0
0

A
a

有
無

1
00

0
ｵｼ

ｮ
ﾛｺ

ﾏ

2
(
森

管
局

)
～

B
2
,
25

0
4
.3

2
3
.0

0.
4
5,

3.
0*

1
0.

0
0
.
07

5
0.

3
1
4
.0

8
.
0

③
10

0
0

A
a

有
無

1
00

1
ｵｼ

ｮ
ﾛｺ

ﾏ

調
査

年
月

日
：

河
川

環
境

調
査

総
括

表
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表
4
-
3
-
4

河
川

名
：

ル
シ

ャ
川

調
査

年
月

日
：

※
1

河
川

環
境

は
，

河
口

よ
り

落
差

1
ｍ

の
天

然
の

滝
（

魚
止

滝
）

ま
で

を
整

理
し

た
。

区
間

欄
の

○
囲

み
は

魚
止

滝
を

示
す

。

2
区

間
は

，
河

川
工

作
物

，
沢

の
分

岐
，

魚
止

滝
で

区
切

っ
て

い
る

（
図

面
：

河
川

工
作

物
及

び
河

川
環

境
の

状
況

の
工

作
物

N
o
，

デ
ー

タ
区

分
点

を
参

照
）

。

3
プ

ー
ル

は
工

作
物

等
下

流
の

水
深

、
広

が
り

の
縦

×
横

。

4
落

差
と

は
工

作
物

等
の

流
水

面
か

ら
プ

ー
ル

水
面

ま
で

の
落

差
。

5
河

床
組

成
の

①
は

礫
な

し
、

②
は

2
0
c
m
以

下
の

礫
が

主
に

混
在

、
③

は
②

以
上

の
礫

が
主

に
混

在
、

④
は

岩
盤

状
を

指
し

そ
の

占
め

る
割

合
を

示
す

。

区
間

区
間

長
（

ｍ
）

工
作

物
等

落
差

(
m
)

魚
止

滝
落

差
(
m
)

工
作

物
下

流
側

の
プ

ー
ル

(
m
)

工
作

物
等

越
流

水
深

(
m
)

水
面

幅
(
m
)

河
川

水
深

(
m
)

水
温

(
℃

)
p
H

河
床

組
成

(
%
)

沈
み

石
(
%
)

河
川

形
態

(
可

児
式

）

ス
ギ

ゴ
ケ

の
有

無

濁
水

の
流

入
の

有
無

河
畔

林
(
%
)

枝
沢

の
数

魚
影

を
確

認
し

た
魚

種

河
口

～
1
（

さ
け

・
ま

す
）

1
27

8
0
.
4

1
4.

0
8.

5
②

8
0

0
B
b

無
無

1
0

0
ｶ
ﾗ
ﾌ
ﾄ
ﾏ
ｽ
・
ｻ
ｸ
ﾗ
ﾏ
ｽ

1(
さ

け
・

ま
す

)
～

2(
北

海
道

)
2
44

0
.4

2
0.

7
,

2
.
6
*6

.
2

0
.
0
8

1
0

0
.
3

1
4.

0
7.

9
②

8
0

0
B
b

無
無

3
0

0
ｶ
ﾗ
ﾌ
ﾄ
ﾏ
ｽ
・

ｻ
ｸ
ﾗ
ﾏ
ｽ
・

ｵ
ｼ
ｮ
ﾛ
ｺ
ﾏ

2
(
北

海
道

)
～

3
(
北

海
道

)
5
1

0
.
30

3.
1
,

5
.
7
*9

.
0

0
.
2
0

1
0

0
.
4

1
4.

0
8.

0
②

8
0

0
B
b

無
無

6
0

0
ｶ
ﾗ
ﾌ
ﾄ
ﾏ
ｽ
・

ｻ
ｸ
ﾗ
ﾏ
ｽ
・

ｵ
ｼ
ｮ
ﾛ
ｺ
ﾏ

3
(
北

海
道

)
～

4
(
北

海
道

)
5
2

0
.3

4
1
.
5,

9
.6

*
1
5
.7

0
.
1
5

9
0
.
3

1
4.

0
8.

1
②

8
0

0
B
b

無
無

7
0

0
ｶ
ﾗ
ﾌ
ﾄ
ﾏ
ｽ
・

ｻ
ｸ
ﾗ
ﾏ
ｽ
・

ｵ
ｼ
ｮ
ﾛ
ｺ
ﾏ

4(
北

海
道

)～
A

3
00

0
.5

9
1.

6
,

11
.
9
*1

1
.
1

0
.
1
4

1
0

0
.
4

1
4.

0
8.

1
②

8
0

0
B
b

無
無

9
0

0
ｶ
ﾗ
ﾌ
ﾄ
ﾏ
ｽ
・
ｻ
ｸ
ﾗ
ﾏ
ｽ

平
成

17
年

8月
2
2
日

～
27

日
（

北
海

道
）

河
川

環
境

調
査

総
括

表
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表
4
-
3
-
5 河

川
名
：

サ
シ
ル
イ
川

平
成

1
7
年

9
月

2
6
日

～
1
1
月

1
7
日

(
北

海
道

）

※
1

河
川

環
境

は
，

河
口

よ
り

落
差

1ｍ
の

天
然

の
滝

（
魚

止
滝

）
ま

で
を

整
理

し
た

。
区

間
欄

の
○

囲
み

は
魚

止
滝

を
示

す
。

2
区

間
は

，
河

川
工

作
物

，
沢

の
分

岐
，

魚
止

滝
で

区
切

っ
て

い
る

（
図

面
：

河
川

工
作

物
及

び
河

川
環

境
の

状
況

の
工

作
物

N
o
，

デ
ー

タ
区

分
点

を
参

照
）

。

3
プ

ー
ル

は
工

作
物

等
下

流
の

水
深

、
広

が
り

の
縦

×
横

。

4
落

差
と

は
工

作
物

等
の

流
水

面
か

ら
プ

ー
ル

水
面

ま
で

の
落

差
。

5
河

床
組

成
の

①
は

礫
な

し
、

②
は

20
c
m
以

下
の

礫
が

主
に

混
在

、
③

は
②

以
上

の
礫

が
主

に
混

在
、

④
は

岩
盤

状
を

指
し

そ
の

占
め

る
割

合
を

示
す

。

区
間

区
間

長
（

ｍ
）

工
作

物
等

落
差

(
m
)

魚
止

滝
落

差
(
m
)

工
作

物
下

流
側

の
プ

ー
ル

(
m
)

工
作

物
等

越
流

水
深

(
m
)

水
面

幅
(
m
)

河
川

水
深

(
m
)

水
温

(
℃

)
p
H

河
床

組
成

(
%
)

沈
み

石
(
%
)

河
川

形
態

(
可

児
式

）

ス
ギ

ゴ
ケ

の
有

無

濁
水

の
流

入
の

有
無

河
畔

林
(
%
)

枝
沢

の
数

魚
影

を
確

認
し

た
魚

種

河
口

～
1
(
北

海
道

)
1
5
6

2
0

0
.
2

9
7
.
7

②
2
0
③

8
0

0
B
b

無
無

2
0

0
ｶ
ﾗ
ﾌ
ﾄ
・

ｻ
ｹ

1
(
北

海
道

)
～

2
(
北

海
道

)
2
0
3

1
.
8
5

1
.
9
1
，

2
3
.
0
*
5
.
0

0
.
1

8
0
.
3

9
7
.
0

②
2
0
③

8
0

0
B
b

無
無

6
0

1
ｶ
ﾗ
ﾌ
ﾄ
・

ｻ
ｹ

2
(
北

海
道

)
～

A
1
9
2
6

2
.
6
7

2
.
0
6
，

8
.
0
*
5
.
0

0
.
1

1
0

0
.
3

9
7
.
8

②
1
0
③

9
0

0
A
a
-
B
b

有
無

1
0
0

2
ｵ
ｼ
ｮ
ﾛ
ｺ
ﾏ

A
～

B
5
4
9

1
.
0

8
0
.
3

9
7
.
7

③
1
0
0

0
A
a

無
無

1
0
0

1
ｵ
ｼ
ｮ
ﾛ
ｺ
ﾏ

B
～

C
4
5
8

8
0
.
2

9
③

1
0
0

0
A
a

無
無

1
0
0

1
ｵ
ｼ
ｮ
ﾛ
ｺ
ﾏ

調
査

年
月

日
：

河
川

環
境

調
査

総
括

表
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表
4
-
3
-
6 河

川
名

：
ケ

ン
ネ

ベ
ツ
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イ 土砂動態調査

（ア）調査内容

土砂動態調査内容は以下のとおりである。

ａ 土砂生産源調査

0.01ha 以上の山腹崩壊地、特殊崩壊地、地すべり地の位置、面積、傾斜、

形状、方位、崩壊深及び周辺林相を調査し、土砂生産源の分布状況、規模を

把握する。

各項目の調査要領は、表 4-4 のとおりである。

土 砂 生 産 源 調 査 要 領

項 目 調 査 要 領

位 置 山腹斜面の上部、中部、下部に区分する。

各部にまたがる場合は｢上～下｣、｢上～中｣、｢中～下｣と区分する。

傾 斜 急（35°以上）、中（25～35°）、緩（25°以下）に区分する。

形 状 表面浸食型、深部決壊型、岸決壊型に分類し、その平面形を板状、

線状、貝殻状、樹枝状、その他に区分する。

方 位 崩壊面の傾斜方向を８方位で区分する。

崩壊深 平均崩壊、残留土砂量、拡大見込み量等を計測する。

周辺林相 全域天然林であるが、崩壊地周辺で特徴的な出現樹種があれば林相

区分をする。

ｂ 土砂滞留調査

0.01ha 以上の河床堆積地の延長、幅、厚さ、石礫構成を調査し、その堆

積規模を把握する。また植生が成立している堆積地では、出現樹種、階層構

造を調査し、その形成年代を把握する。各項目の調査要領は、表 4-5 のとお

りである。

土 砂 滞 留 調 査 要 領

延長、幅、厚さ 河床堆積地の延長、幅、平均厚さを計測する。

石礫構成 石礫の平均径、最小径、最大径を記載する。

出現樹種 河床堆積地上に出現する主な樹種、及び上層階の樹高を記載する。

なお、樹林が複層形の場合は階層毎に記載する。

※樹齢については、樹高成長曲線を作成し把握する。

ｃ 土砂流出調査

河口より、最上流の既設河川工作物より 300ｍ上流まで渓床縦断測量を実

施し、河川工作物の位置を把握するとともに、その落差を測量する。それよ

り上流区間では20,000分の1地形図のコンターを用いて縦断図を作成する。

表 4-4

表 4-5
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縦断図と河川工作物の堤高、落差等により、河川工作物設置以前の渓床縦

断線を推定し河床変化及び河川工作物の堆砂量を把握する。

また、対象河川の流出特性を把握するために流量調査を実施する。

（イ）調査結果

土砂動態調査結果は表 4-6-1～4-6-6、図 4-3-1～4-3-5（※Ａ３サイズ原図

をＡ４サイズに縮小）のとおりである。
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表
4
-
6
-
1
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河
川
名

：
イ
ワ
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ベ
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川
平
成

1
7
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～
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森
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理
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※
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の
落
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定

し
て
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る
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面
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落
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落
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0
5

1
,
0
1
1
.
3

1
5
.
1

1
2
,
2
1
6

9
7
5

1
8
,
2
5
5

2
3

3
6
.
1
5

0
.
0
4
5

6
(
北
海
道

)
～
1
(
森
管
局

)
8
0
6

0
.
5

7
3
5

4
3
.
9

1
4
6

1
0
.
7

4
.
3

6
,
6
4
8

1
,
0
0
6
.
8

1
5
.
1

1
2
,
1
7
1

3
2
0

1
7
,
2
8
0

2
1

0
.
0
7

3
6
.
1
5

0
.
0
4
5

1
(
森
管
局

)
～
2
(
森
管
局

)
7
6
7

3
.
4

7
9
2

4
9
.
5

5
7

5
.
6

4
.
9

6
,
5
0
2

9
9
6
.
1

1
5
.
3

1
1
,
7
3
5

2
5
0

1
6
,
9
6
0

2
2

0
.
0
6

3
6
.
0
8

0
.
0
4
7

2
(
森
管
局

)
～
3
(
森
管
局

)
7
6
2

2
.
0

8
4
8

5
5
.
0

5
6

5
.
5

4
.
1

6
,
4
4
5

9
9
0
.
5

1
5
.
4

1
1
,
7
3
5

2
5
0

1
6
,
7
1
0

2
2

3
6
.
0
2

0
.
0
4
7

3
(
森
管
局

)
～
4
(
森
管
局

)
7
5
8

2
.
3

9
0
6

6
0
.
4

5
8

5
.
4

3
.
2

6
,
3
8
9

9
8
5
.
0

1
5
.
4

1
1
,
6
7
3

5
0

1
6
,
4
6
0

2
2

0
.
3
2

3
6
.
0
2

0
.
0
4
8

4
(
森
管
局

)
～
5
(
森
管
局

)
7
5
4

2
.
5

1
,
0
5
5

7
3
.
9

1
4
9

1
3
.
5

5
.
0

6
,
3
3
1

9
7
9
.
6

1
5
.
5

1
1
,
6
8
7

1
0
0

1
6
,
4
1
0

2
2

3
5
.
7
0

0
.
0
4
7

6
(森

管
局

)
～

A
7
4
7

3
.
8

1
,
3
1
5

9
3
.
2

2
6
0

1
9
.
3

3
.
3

6
,
1
8
2

9
6
6
.
1

1
5
.
6

1
1
,
6
5
3

6
1
0

1
6
,
3
1
0

2
2

3
5
.
7
0

0
.
0
4
8

A
～

上
部

す
べ

て
7
3
3

7
,
2
3
7

1
,
0
4
0
.
0

5
,
9
2
2

9
4
6
.
8

1
6
.
0

5
,
9
2
2

9
4
6
.
8

1
6
.
0

1
1
,
7
2
8

1
5
,7

0
0

1
5
,
7
0
0

2
1

3
5
.
7
0

3
5
.
7
0

0
.
0
4
9

計
2
0
,
6
0
0

3
6
.
2
4

モ セ カ ル ベ ツ 川

区
間

土
砂

動
態

調
査

表
及

び
解

析

調
査

年
月

日
：
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表
4
-
6
-
3

河
川

名
：

オ
ッ

カ
バ
ケ

川
調

査
年

月
日

：
平

成
17
年

8
月

16
日

～
1
8
日

（
森

林
管

理
局

）
平

成
17

年
9月

26
日

～
10
月

3
日

（
北

海
道

）

※
区

間
渓

床
勾

配
は

，
工

作
物

の
落

差
を

考
慮

し
て

決
定

し
て

い
る

。

流
域

面
積

a
河

川
工

作
物

落
差

水
平

距
離

地
盤

高
区

間
距

離
区

間
落

差
区

間
渓

床
勾

配

最
上

流
点

か
ら

の
距

離
j

最
上

流
点

か
ら

の
落

差
k

最
上

流
点

か
ら

の
渓

床
勾

配
L
=
k
/
J
*
1
0
0

擬
似

掃
流

力
n
=
a
*
L

区
間

渓
流

内
滞

留
土

砂

累
積

渓
流

内
滞

留
土

砂
p

h
a
当

り
累

積
渓

流
内

滞
留

土
砂

q=
p
/a

崩
壊

地
面

積

累
積

崩
壊

地
面

積
r

h
a
当

り
累

積
崩

壊
地

面
積

s
=r

/
a

基
本

区
間

(
h
a
)

(
m
)

(
m
)

(
m)

(
m
)

(
m
)

(
%
)

(m
)

(
m
)

(
%
)

(
㎥

)
(
㎥

)
(
㎥

/
h
a
)

(
ha

)
(
h
a
)

(
h
a
)

起
点

0
0
.
0

河
口

～
1
(
北

海
道

)
1
,
5
6
6

3
5
8

10
.
0

3
5
8

1
0
.
0

2
.
6

7,
7
2
2

8
0
0
.
0

1
0
.
4

1
6
,
2
8
6

0
5
0
,9

0
0

3
3

5
7
.
29

0
.
0
3
7

1
(
北

海
道

)
～

1
(
森

管
局

)
1
,
5
6
3

0
.
1

7
6
4

32
.
2

4
0
6

2
2
.
2

2
.
6

7,
3
6
4

7
9
0
.
0

1
0
.
7

1
6
,
7
2
4

3
,
4
5
0

5
0
,9

0
0

3
3

5
7
.
29

0
.
0
3
7

1
(
森

管
局

)
～

2
(
森

管
局

)
1
,
5
3
9

4
.
7

1
,
0
1
2

43
.
8

2
4
8

1
1
.
6

2
.
6

6,
9
5
8

7
6
7
.
8

1
1
.
0

1
6
,
9
2
9

1
,
5
6
0

4
7
,4

5
0

3
1

0
.
0
6

5
7
.
29

0
.
0
3
7

2
(
森

管
局

)
～

B
1
,
5
2
4

4
.
3

3
,
7
4
0

2
00

.
0

2
,
7
2
8

1
5
6
.
2

2
.
6

6,
7
1
0

7
5
6
.
2

1
1
.
3

1
7
,
2
2
1

3
8
,
3
4
0

4
5
,8

9
0

3
0

0
.
5
8

5
7
.
23

0
.
0
3
8

B
～

上
部

す
べ

て
1
,
1
0
5

7
,
7
2
2

8
00

.
0

3
,
9
8
2

6
0
0
.
0

2
.
6

3,
9
8
2

6
0
0
.
0

1
5
.
1

1
6
,
6
8
6

7
,
5
5
0

7
,5

5
0

7
5
6
.
6
5

5
6
.
65

0
.
0
5
1

計
5
0
,
9
0
0

5
7
.
2
9

オ ッ カ バ ケ 川

区
間

土
砂

動
態

調
査

表
及

び
解

析
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表
4
-
6
-
4

河
川
名

：
ル
シ
ャ

川
調
査

年
月
日

※
区

間
渓

床
勾

配
は

，
工

作
物

の
落

差
を

考
慮

し
て

決
定

し
て

い
る

。

流
域

面
積

a
河

川
工

作
物

落
差

水
平

距
離

地
盤

高
区

間
距

離
区

間
落

差
区

間
渓

床
勾

配

最
上

流
点

か
ら

の
距

離
j

最
上

流
点

か
ら

の
標

高
差

k

最
上

流
点

か
ら

の
渓

床
勾

配
L
=
k
/
J
*
1
0
0

擬
似

掃
流

力
n
=
a
*
L

区
間

渓
流

内
滞

留
土

砂

累
積

渓
流

内
滞

留
土

砂
p

h
a当

り
累

積
渓

流
内

滞
留

土
砂

q
=
p
/
a

崩
壊

地
面

積

累
積

崩
壊

地
面

積
r

h
a
当

り
累

積
崩

壊
地

面
積

s
=
r
/
a

基
本

区
間

(
h
a
)

(
m
)

(
m
)

(
m
)

(
m
)

(
m
)

(
%
)

(
m
)

(
m
)

(
%
)

(
㎥

)
(
㎥

)
(
㎥

/
h
a
)

(
h
a
)

(
h
a
)

(
h
a
)

河
口

～
1
(
さ

け
、

ま
す

)
2
,
1
3
0

1
3
6

3
.
3

1
3
6

3
.
3

1
.
6

8
,
1
8
0

3
4
0
.
0

4
.
2

8
,
9
4
6

0
2
4
,
8
0
0

1
2

4
.
7
0

0
.
0
0
2

1(
さ

け
、

ま
す

)～
2(
北

海
道

)
2
,
1
3
0

0
.
4

3
8
0

7
.
9

2
4
4

4
.
6

1
.
7

8
,
0
4
4

3
3
6
.
7

4
.
2

8
,
9
4
6

0
2
4
,
8
0
0

1
2

0
.
0
5

4
.
7
0

0
.
0
0
2

2
(
北

海
道

)
～

3
(
北

海
道

)
2
,
1
3
0

0
.
3

4
3
1

9
.
3

5
1

1
.
4

1
.
6

7
,
8
0
0

3
3
2
.
1

4
.
3

9
,
1
5
9

0
2
4
,
8
0
0

1
2

4
.
6
5

0
.
0
0
2

3
(
北

海
道

)
～

4
(
北

海
道

)
2
,
1
1
9

0
.
3

4
8
3

1
0
.
8

5
2

1
.
5

1
.
5

7
,
7
4
9

3
3
0
.
7

4
.
3

9
,
1
1
2

0
2
4
,
8
0
0

1
2

4
.
6
5

0
.
0
0
2

4
(
北

海
道

)
～

A
2
,
1
1
6

0
.
6

7
1
0

1
4
.
8

2
2
7

4
.
0

1
.
8

7
,
6
9
7

3
2
9
.
2

4
.
3

9
,
0
9
9

0
2
4
,
8
0
0

1
2

4
.
6
5

0
.
0
0
2

A
～

上
部

す
べ

て
2
,
0
9
3

8
,
1
8
0

3
4
0
.
0

7
,
4
7
0

3
2
5
.
2

4
.
4

7
,
4
7
0

3
2
5
.
2

4
.
4

9
,
2
0
9

2
4
,
8
0
0

2
4
,
8
0
0

1
2

4
.
6
5

4
.
6
5

0
.
0
0
2

計
2
4
,
8
0
0

4
.
7
0

ル シ ャ 川

区
間

土
砂

動
態

調
査

表
及

び
解

析

平
成

17
年
8
月
2
2日

～
27
日
（

北
海
道
）
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表
4
-
6
-
5

河
川

名
：

サ
シ

ル
イ

川
平

成
1
7
年

9
月

2
6
日

～
1
1
月

1
7
日

(
北

海
道

）

※
区

間
渓

床
勾

配
は

，
工

作
物

の
落

差
を

考
慮

し
て

決
定

し
て

い
る

。

流
域

面
積

a
河

川
工

作
物

落
差

水
平

距
離

地
盤

高
区

間
距

離
区

間
落

差
区

間
渓

床
勾

配

最
上

流
点

か
ら

の
距

離
j

最
上

流
点

か
ら

の
標

高
差

k

最
上

流
点

か
ら

の
渓

床
勾

配
L
=
k
/
J
*
1
0
0

擬
似

掃
流

力
n
=
a
*
L

区
間

渓
流

内
滞

留
土

砂

累
積

渓
流

内
滞

留
土

砂
p

h
a
当

り
累

積
渓

流
内

滞
留

土
砂

q
=
p
/
a

崩
壊

地
面

積

累
積

崩
壊

地
面

積
r

h
a
当

り
累

積
崩

壊
地

面
積

s
=
r
/
a

基
本

区
間

(
h
a
)

(
m
)

(
m
)

(
m
)

(
m
)

(
m
)

(
%
)

(
m
)

(
m
)

(
%
)

(
㎥

)
(
㎥

)
(
㎥

/
h
a
)

(
h
a
)

(
h
a
)

(
h
a
)

河
口

～
1
(
北

海
道

)
2
,
2
4
6

15
6

3
.
7

1
5
6

3
.
7

1
.
2

7
,
3
9
2

6
3
0
.
0

8
.
5

1
9
,
0
9
1

6
0

3
8
,
7
6
5

1
7

3
1
.
9
4

0
.
0
1
4

1
(
北
海
道

)
～
2
(
北
海

道
)

2
,
2
4
6

1
.
9

35
9

1
2
.
1

2
0
3

8
.
4

2
.
1

7
,
2
3
6

6
2
6
.
3

8
.
7

1
9
,
5
4
0

8
9
5

3
8
,
7
0
5

1
7

3
1
.
9
4

0
.
0
1
4

2
(
北

海
道

)
～

A
2
,
2
2
7

2
.
7

2
28

5
7
8
.
0

1
,
9
2
6

6
5
.
9

3
.
4

7
,
0
3
3

6
1
7
.
9

8
.
8

1
9
,
5
9
8

2
0
,0

6
5

3
7
,
8
1
0

1
7

0
.
03

3
1
.
9
4

0
.
0
1
4

A
～

B
1
,
4
7
0

2
83

4
1
0
0
.
0

5
4
9

2
2
.
0

4
.
0

5
,
1
0
7

5
5
2
.
0

1
0
.
8

1
5
,
8
7
6

5
,
08

0
1
7
,
7
4
5

1
2

3
1
.
9
1

0
.
0
2
2

B
～

C
1
,
4
2
1

3
29

2
1
2
0
.
0

4
5
8

2
0
.
0

4
.
4

4
,
5
5
8

5
3
0
.
0

1
1
.
6

1
6
,
4
8
4

1
,
85

0
1
2
,
6
6
5

9
3
1
.
9
1

0
.
0
2
2

C
～

本
流

上
部

す
べ

て
5
0
6

7
,
39

2
6
3
0
.
0

4
,
1
0
0

5
1
0
.
0

1
2
.
4

4
,
1
0
0

5
1
0
.
0

1
2
.
4

6
,
2
7
4

2
,
07

0
1
0
,
8
1
5

2
1

19
.
12

3
1
.
9
1

0
.
0
6
3

C
～

海
豊

川
上

部
す

べ
て

8
6
9

8
,
79

2
8
2
0
.
0

5
,
5
0
0

7
0
0
.
0

1
2
.
7

5
,
5
0
0

7
0
0
.
0

1
2
.
7

1
1
,
0
3
6

3
,
44

5
8
,
7
4
5

1
0

8
.
61

1
2
.
7
9

0
.
0
1
5

A
～

ｶ
ｲﾐ
ﾈ
川

上
部

す
べ
て

5
8
1

5
,
18

5
4
0
0
.
0

2
,
9
0
0

3
2
2
.
0

1
1
.
1

2
,
9
0
0

3
2
2
.
0

1
1
.
1

6
,
4
4
9

5
,
30

0
5
,
3
0
0

9
4
.
18

4
.
1
8

0
.
0
0
7

計
3
8
,7

6
5

31
.
94

区
間

サ シ ル イ 川

土
砂

動
態

調
査

表
及

び
解

析

調
査

年
月

日
：
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表
4
-
6
-
6

河
川

名
：

ケ
ン
ネ

ベ
ツ

川
平

成
1
7
年
9
月

2
6
日

～
1
0
月

3
日
（

北
海

道
）

※
区

間
渓

床
勾

配
は

，
工

作
物

の
落

差
を

考
慮

し
て

決
定

し
て

い
る

。

流
域

面
積

a
河

川
工

作
物

落
差

水
平

距
離

地
盤

高
区

間
距

離
区

間
落

差
区

間
渓

床
勾

配

最
上

流
点

か
ら

の
距

離
j

最
上

流
点

か
ら

の
標

高
差

k

最
上

流
点

か
ら

の
渓

床
勾

配
L
=
k
/
J
*
1
0
0

擬
似

掃
流

力
n
=
a
*
L

区
間

渓
流

内
滞

留
土

砂

累
積

渓
流

内
滞

留
土

砂
p

h
a
当

り
累

積
渓

流
内

滞
留

土
砂

q
=
p
/
a

崩
壊

地
面

積

累
積

崩
壊

地
面

積
r

h
a
当

り
累

積
崩

壊
地

面
積

s
=
r
/
a

基
本

区
間

(
h
a
)

(
m
)

(
m
)

(
m
)

(
m
)

(
m
)

(
%
)

(
m
)

(
m
)

(
%
)

(
㎥

)
(
㎥

)
(
㎥

/
h
a
)

(
h
a
)

(
h
a
)

(
h
a
)

河
口

～
1
(
北

海
道

)
7
5
6

2
1
0

1
4
.
7

2
1
0

1
4
.
7

5
.
2

4
,
4
1
7

7
3
0
.
0

1
6
.
5

1
2
,
4
7
4

1
2
,
9
2
3

1
7

6
.
9
7

0
.
0
0
9

1
(
北
海

道
)
～

2
(
北
海

道
)

7
5
6

2
.
8

2
6
2

1
8
.
1

5
2

3
.
4

2
.
3

4
,
2
0
7

7
1
5
.
3

1
7
.
0

1
2
,
8
5
2

1
2
,
9
2
3

1
7

6
.
9
7

0
.
0
0
9

2
(
北
海

道
)
～

3
(
北
海

道
)

7
5
3

2
.
8

3
1
7

2
2
.
4

5
5

4
.
3

7
.
1

4
,
1
5
5

7
1
1
.
9

1
7
.
1

1
2
,
8
7
6

1
2
,
9
2
3

1
7

6
.
9
7

0
.
0
0
9

3
(
北
海

道
)
～

4
(
北
海

道
)

7
4
8

4
.
1

3
9
4

2
6
.
7

7
7

4
.
3

6
.
0

4
,
1
0
0

7
0
7
.
6

1
7
.
3

1
2
,
9
4
0

82
5

1
2
,
9
2
3

1
7

6
.
9
7

0
.
0
0
9

4
(
北
海

道
)
～

5
(
北
海

道
)

7
4
2

3
.
5

4
5
3

3
0
.
4

5
9

3
.
7

5
.
6

4
,
0
2
3

7
0
3
.
3

1
7
.
5

1
2
,
9
8
5

43
0

1
2
,
0
9
8

1
6

6
.
9
7

0
.
0
0
9

5
(
北
海

道
)
～

6
(
北
海

道
)

7
3
8

2
.
7

7
7
1

5
9
.
9

3
1
8

2
9
.
5

5
.
5

3
,
9
6
4

6
9
9
.
6

1
7
.
6

1
2
,
9
8
9

2,
05

4
1
1
,
6
6
8

1
6

0
.0

3
6
.
9
7

0
.
0
0
9

6
(
北
海

道
)
～

7
(
北
海

道
)

7
2
4

4
.
2

8
3
9

6
2
.
1

6
8

2
.
2

4
.
5

3
,
6
4
6

6
7
0
.
1

1
8
.
4

1
3
,
3
2
2

70
0

9
,
6
1
4

1
3

6
.
9
4

0
.
0
1
0

7
(
北

海
道

)
～

A
7
1
8

7
.
4

8
9
0

6
6
.
6

5
1

4
.
5

8
.
8

3
,
5
7
8

6
6
7
.
9

1
8
.
7

1
3
,
4
2
7

8
,
9
1
4

1
2

6
.
9
4

0
.
0
1
0

A
～

8
(北

海
道

)
5
8
2

9
7
5

7
6
.
8

8
5

1
0
.
2

6
.
7

3
,
5
2
7

6
6
3
.
4

1
8
.
8

1
0
,
9
4
2

3,
40

0
8
,
9
1
4

1
5

6
.
9
4

0
.
0
1
2

8
(
北

海
道

)
～

B
5
7
4

9
.
5

1
,
0
8
7

8
6
.
4

1
1
2

9
.
6

5
.
5

3
,
4
4
2

6
5
3
.
2

1
9
.
0

1
0
,
9
0
6

5
,
5
1
4

1
0

6
.
9
4

0
.
0
1
2

A
か
ら

ｹﾝ
ﾐ
ﾈ
上
部

す
べ

て
7
1
8

2
,
1
4
0

3
1
5
.
0

1
,
2
5
0

2
4
8
.
4

1
9
.
9

1
,
2
5
0

2
4
8
.
4

1
9
.
9

1
4
,
2
8
8

34
4

5
,
5
1
4

8
6
.
9
4

0
.
0
1
0

B
か
ら

本
流

上
部

す
べ

て
4
2
3

4
,
4
1
7

7
3
0
.
0

3
,
3
3
0

6
4
3
.
6

1
9
.
3

3
,
3
3
0

6
4
3
.
6

1
9
.
3

8
,
1
6
4

5,
17

0
5
,
1
7
0

1
2

6
.3

9
6
.
9
4

0
.
0
1
6

Bか
ら
ケ
ン
沢
上

部
す
べ

て
1
4
1

1
,
8
1
7

2
5
5
.
0

7
3
0

1
6
8
.
6

2
3
.
1

7
3
0

1
6
8
.
6

2
3
.
1

3
,
2
5
7

0
0

0
.5

5
0
.
5
5

0
.
0
0
4

計
1
2,

92
3

6
.9

7

区
間

ケ ン ネ ベ ツ 川

土
砂

動
態

調
査

表
及

び
解

析

調
査

年
月

日
：
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図
4
-
3
-
1
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図
4
-
3
-
2
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図
4
-
3
-
3
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図
4
-
3
-
4
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図
4
-
3
-
5
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ウ 保全対象物調査

（ア）調査内容

調査は、各河川における洪水、土石流の影響を受ける範囲内にあると思われ

る民家、ホテル、道路、橋梁等の位置について、河川から距離及び河床との高

低差を調査した。

（イ）調査結果

保全対象物調査結果は、図 4-4-1～4-4-5（※Ａ３サイズ原図をＡ４サイズ

に縮小）のとおりである。
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図
4
-
4
-
1



47

図
4
-
4
-
2
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図
4
-
4
-
3
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図
4
-
4
-
4
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図
4
-
4
-
5
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エ 気象状況等調査

（ア）調査内容

斜里町及び羅臼町に関係する災害記録、降水量及び火山活動を文献等より調

査した。

（イ）調査結果

気象状況等調査結果は、表 4-7～4-10 のとおりである。
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※
斜

里
町

地
域

防
砂

計
画

よ
り

抜
粋

。

表
4
-
7
-
1

年
月

日
過

去
の

大
雨

資
料

と
の

関
連

斜
里

町
地

域
防

災
計

画
に

記
載

さ
れ

た
災

害
記

録

1
9
7
9
年

（
昭

和
5
4
年

）
1
0
月

1
9
～

2
0
日

〔
宇

登
呂

観
測

所
〕

最
大

1
時

間
雨

量
3
2
m
m
（

3
位

）

台
風

2
0
号

被
害

。
1
0
月

1
9
日

か
ら

2
0
日

に
か

け
て

，
道

東
地

方
を

通
過

し
た

台
風

2
0
号

に
よ

る
暴

風
雨

の
た

め
河

川
が

増
水

し
，

河
岸

が
決

壊
し

，
橋

梁
等

に
被

害
が

あ
り

，
建

物
も

強
風

で
損

害
が

生
じ

た
。

漁
業

施
設

も
被

害
を

受
け

，
鮭

定
置

網
の

流
出

が
あ

っ
た

。
ウ

ト
ロ

地
区

へ
の

被
害

内
訳

は
不

明
。

1
9
8
1
年

（
昭

和
5
6
年

）
8
月

5
～

6
日

〔
宇

登
呂

観
測

所
〕

日
降

水
量

(
5
日

)
2
4
1
m
m
（

1
位

）
日

降
水

量
(
6
日

)
1
8
4
m
m
（

3
位

）
最

大
1
時

間
雨

量
5
8
m
m
（

1
位

）

台
風

1
2
号

被
害

。
8
月

4
日

低
気

圧
の

た
め

全
道

的
に

大
雨

と
な

り
，

さ
ら

に
勢

力
を

強
め

た
台

風
1
2
号

が
北

海
道

東
部

に
接

近
し

，
道

東
地

方
は

4
日

夜
半

か
ら

6
日

未
明

に
か

け
て

記
録

的
な

大
雨

に
み

ま
わ

れ
た

。
特

に
ウ

ト
ロ

地
域

は
有

史
以

来
の

豪
雨

と
な

り
,
各

所
で

大
き

な
被

害
を

受
け

た
。

災
害

救
助

法
，

天
災

融
資

法
，

激
甚

災
害

法
が

適
用

と
な

る
。

岩
尾

別
温

泉
道

路
の

路
床

等
流

出
の

た
め

通
行

不
能

と
な

り
,
ホ

テ
ル

宿
泊

客
，

従
業

員
が

孤
立

状
態

と
な

る
。

1
9
8
8
年

（
昭

和
6
3
年

）
1
1
月

2
5
日

〔
宇

登
呂

観
測

所
〕

日
降

水
量

2
2
2
m
m
（

2
位

）
最

大
1
時

間
雨

量
2
5
m
m
（

7
位

）

低
気

圧
被

害
。

1
1
月

2
4
日

夜
，

留
萌

沖
と

宮
古

沖
に

あ
っ

た
発

達
中

の
低

気
圧

が
，

2
5
日

午
前

に
は

釧
路

の
南

東
海

上
に

停
滞

し
た

た
め

，
道

東
地

方
を

中
心

に
強

い
暴

風
雨

に
み

ま
わ

れ
た

。
特

に
本

町
に

お
い

て
は

斜
里

で
1
2
7
m
m
に

達
し

，
1
1
月

と
し

て
は

記
録

的
な

豪
雨

と
な

り
，

又
風

速
も

最
大

で
2
7
.
5
m
を

記
録

し
，

道
路

，
河

川
を

は
じ

め
農

地
，

建
物

等
に

被
害

を
受

け
た

。
ウ

ト
ロ

地
区

へ
の

被
害

内
訳

は
不

明
。

1
9
9
2
年

（
平

成
4
年

）
9
月

1
1
～

1
2
日

〔
宇

登
呂

観
測

所
〕

日
降

水
量

1
7
4
m
m
（

4
位

）

大
型

で
強

い
台

風
1
7
号

と
北

海
道

付
近

に
停

滞
す

る
秋

雨
前

線
の

影
響

で
道

内
は

1
0
日

か
ら

暴
風

域
と

な
り

，
道

東
を

中
心

に
各

地
で

大
き

な
被

害
が

広
が

っ
た

。
斜

里
町

に
お

い
て

は
，

1
0
日

か
ら

1
1
日

に
か

け
て

雨
量

が
次

第
に

増
大

し
，

市
街

地
を

中
心

に
道

路
，

住
宅

地
が

浸
水

，
滞

水
し

，
か

つ
て

な
い

大
き

な
被

害
を

受
け

た
。

ウ
ト

ロ
地

区
へ

の
被

害
内

訳
は

不
明

。

1
9
9
9
年

（
平

成
1
1
年

）
5
月

5
日

〔
宇

登
呂

観
測

所
〕

日
降

水
量

1
5
3
m
m
（

5
位

）

低
気

圧
被

害
。

日
本

海
を

北
上

し
て

き
た

低
気

圧
が

北
海

道
東

部
を

通
過

し
，

オ
ホ

ー
ツ

ク
海

に
抜

け
た

た
め

，
太

平
洋

側
東

部
で

南
よ

り
の

強
風

と
と

も
に

大
雨

を
降

ら
せ

た
。

斜
里

町
に

お
い

て
は

，
5
日

午
前

中
か

ら
風

雨
が

強
ま

り
正

午
以

降
暴

風
雨

に
な

り
，

夕
方

ま
で

断
続

的
に

雨
が

降
り

続
き

崖
崩

れ
，

住
宅

の
床

下
浸

水
等

の
被

害
が

あ
り

，
又

山
間

部
に

降
っ

た
雨

の
影

響
で

融
雪

が
進

み
河

川
が

増
水

し
た

。
ウ

ト
ロ

地
区

へ
の

被
害

内
訳

は
不

明
。

2
0
0
2
年

（
平

成
1
4
年

）
1
0
月

2
日

〔
宇

登
呂

観
測

所
〕

日
降

水
量

1
4
2
m
m
（

6
位

）
最

大
1
時

間
雨

量
4
2
m
m
（

2
位

）

台
風

2
1
号

被
害

。
日

本
の

東
海

上
を

北
上

し
た

後
，

関
東

地
方

に
上

陸
し

，
大

き
な

被
害

を
も

た
ら

し
た

台
風

2
1

号
は

，
1
0
月

2
0
日

早
朝

北
海

道
苫

小
牧

市
付

近
に

再
上

陸
し

，
強

風
と

大
雨

を
も

た
ら

し
た

。
斜

里
町

に
お

い
て

は
，

午
前

5
時

か
ら

9
時

頃
ま

で
，

短
時

間
に

強
い

雨
と

風
に

見
舞

わ
れ

，
道

路
・

河
川

増
水

等
に

よ
る

被
害

が
発

生
し

た
。

ウ
ト

ロ
地

区
へ

の
被

害
内

訳
は

不
明

。

災
害

記
録

一
覧

・
斜

里

（
斜

里
町

地
域

防
災

計
画

）
よ

り
大

雨
に

関
す

る
記

録
を

抜
粋

。
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※
羅

臼
目

町
史

よ
り

抜
粋

。

表
4
-
7
-
2

年
月

日
過

去
の

大
雨

資
料
と

の
関

連
羅

臼
町

史
に

よ
る

災
害

記
録

1
9
3
5
（

昭
和

10
年

）
8
月

2
9
日

・
9
月

26
日

二
度

に
亘

る
豪

雨
禍

に
よ

り
村

内
各

河
川
氾

濫
，

羅
臼

市
街

地
橋
北

一
帯

は
多

数
の

浸
水

家
屋

を
出

し
，
管

内
橋

梁
こ

と
ご

と
く
流

出
破

損
，

交
通

杜
絶
，

羅
臼

川
の

橋
は

流
出

，
右

岸
，

左
岸
の

消
防

番
屋

･
家

屋
も
流

出
さ

れ
た

。

1
9
4
7
（

昭
和

2
2
年

）
9
月

・
1
0
月

二
度

に
亘

る
全

国
的

な
豪

雨
，

流
出

橋
梁
1
2
橋

，
破

損
橋

梁
9
橋
，

浸
水

家
屋

6
2
戸

，
土

砂
崩

れ
で

1
名

死
亡

，
護

岸
，

堤
防

決
潰
，

破
損

，
発

電
所

ダ
ム
欠

潰
，

誘
水

路
流

出
，

全
村

停
電

，
村

人
復

旧
作

業
に

勤
労

奉
仕
を

し
，

2
ヵ

月
後

に
よ
う

や
く

点
灯

す
る

。

1
9
6
5
年

（
昭

和
4
0
年
）

9
月

1
1
日

台
風

2
3
号

，
早

朝
来

，
降

り
続

い
た

雨
は
，

夕
刻

よ
り

豪
雨

と
な

り
各

河
川

増
水

氾
濫

，
特

に
羅

臼
川
，

知
西

別
川

の
被

害
甚
大

，
温

泉
道

路
の

決
壊

，
新

設
さ

れ
た

湯
ノ

沢
，

湯
元

両
永

久
橋

が
落

橋
し

た
。

知
西
別

川
上

流
左

岸
の

護
岸

決
壊

，
流

出
住

宅
４

戸
，

半
壊

３
戸

，
浸

水
4
5
戸

，
沈

没
漁

船
2
0
隻

。

1
9
7
1
年

（
昭

和
4
6
年
）

1
1
月

2
日

高
潮

集
中

豪
雨

災
害

，
漁

船
沈

没
3
隻

，
破

損
7
隻

，
土

砂
崩

壊
5,
0
0
0
㎡

，
干

場
流

出
6
4
,
0
0
0
㎡

。

19
7
2
年

（
昭

和
4
7
年

）
9
月

1
6
～

1
7
日

〔
羅

臼
観

測
所

〕
日

降
水

量
3
2
8
mm
（

1
位

）
台

風
2
0
号

災
害

，
1
6
日

1
3
1
m
m
，

1
7
日

3
28
m
m
の

雨
量

を
記

録
，

橋
梁

1
，

道
路

,
河

川
の

欠
潰

，
住

家
全

半
壊

5
戸

，
浸

水
家

屋
1
08
戸

，
山

崩
れ

に
よ

っ
て
3
名

死
亡

。

1
9
7
9
年

（
昭

和
5
4
年

）
1
0
月

1
9
日

〔
羅

臼
観

測
所

〕
日

降
水

量
1
5
6
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（

7
位

）
台

風
2
0
号

災
害

，
雨

量
1
0
0
m
m
，

最
大

瞬
間
風

速
4
2
ｍ

を
観

測
，
住

家
全

半
壊

2
0
戸

，
漁

船
沈

没
・

流
出

17
隻

。

1
9
8
1
年

（
昭
和

5
6
年

）
1
0
月

2
2
～

2
3日

〔
羅

臼
観

測
所

〕
日

降
水

量
1
3
8
mm
（

9
位

）
最

大
1
時

間
雨

量
34
m
m
（

5
位

）

台
風

2
4
号

災
害

，
2
3
日

午
前

5
時

か
ら

6
時
頃

ま
で

強
雨

，
午

前
9時

ま
で

の
雨

量
1
5
9
m
m

を
記

録
。

礼
文

町
で

土
砂

崩
れ

で
住

宅
1戸

全
壊

，
死

者
2
名

，
浸
水

家
屋

6
棟

。

災
害

記
録

一
覧

・
羅

臼

（
平

成
1
3
年

発
行

：
羅
臼

町
史

）
よ

り
大

雨
に
関

す
る

記
録

を
抜

粋
。
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※ 北海道の大雨資料、及び気象庁ＨＰより抜粋。

表 4-8

① 宇登呂観測所 〔1976/05～2005/10:斜里郡斜里町ウトロ高原178〕

日降水量 最大1時間降水量

順位
日降水量

mm
年月日 順位

最大1時間
降水量

mm
年月日

1位 241 1981年08月05日 1位 58 1981年08月06日

2位 222 1988年11月25日 2位 42 2002年10月02日

3位 184 1981年08月06日 3位 32 1979年10月19日

4位 174 1992年09月11日 4位 31 1993年08月28日

5位 153 1999年05月05日 5位 30 1989年08月28日

6位 142 2002年10月02日 6位 29 2005年08月15日

7位 140 2002年07月11日 7位 25 2002年07月11日

7位 140 1993年01月28日 7位 25 1992年08月09日

8位 134 2000年04月11日 7位 25 1990年11月10日

9位 130 2000年04月22日 7位 25 1988年11月25日

② 羅臼観測所 〔1938～1991/05:目梨郡羅臼町緑町300-1，羅臼町役場〕
〔1991/06～2005/10:目梨郡羅臼町礼文町32-1，羅臼町公園〕

日降水量 最大1時間降水量

順位
日降水量

mm
年月日 順位

最大1時間
降水量

mm
年月日

1位 328 1972年09月27日 1位 43 2003年09月30日

2位 210 1966年10月15日 2位 38 1993年11月15日

3位 178 1998年09月16日 3位 37 1988年08月26日

4位 168 1975年05月17日 4位 36 1987年10月18日

5位 161 1994年05月27日 5位 34 1981年10月23日

6位 157 1970年09月18日 6位 33 1974年08月14日

7位 156 1979年10月19日 7位 32 1990年08月11日

8位 155 1947年09月15日 8位 31 1994年05月27日

9位 138 1981年10月23日 9位 31 1991年07月27日

10位 135 1992年09月11日 29 1984年09月10日

29 2003年10月23日
10位
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過去 10 年間の月別降水量

宇登呂観測所（アメダス)

年

月 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 年平均

1

27

106

11

47

24

121

12

38

32

114

21

84

7

44

39

118

26

66

49

179 92

2

24)

103)

8

18

5

22

3

10

21

60

8

24

5

21

12

37

4

13

10

32 34

3

21)

88)

19

72

85

114

21

71

14

53

56

113

90

199

9

25

17

39

25

54 83

4

20

82

4

11

13

47

8

28

11

58

134

428

17

38

23

58

24

69

24

47 87

5

28

110

51

184

18

69

36

86

153

237

5

26

7

33

16

35

33

43

46

166 99

6

36

75

17

73

31

84

30

83

16

41

36

65

13

78

38

138

14

62

12

34 73

7

35

105

51

185

8

30

3]

6]

33

105

64

152

29

137

140

209

39

127

44

127 118

8

17

106

24

76

17

72

65

241

6

11

30

55

37

77

96

243

72

134

30

79 109

9

30

146

28

116

33

116

108

250

23

66

56

203

84

239

30

83

48

117

26

93 143

10

41

128

17

77

11

57

14

64

48

169

19

53

40

158

142

256

76

166

4

12 114

11

29)

122)

17

85

39

118

18

104

36

80

17

71

25

82

42

102

25

68

33

81 91

12

25

131

18

71

4

24

33

121

37

132

22

65

26

68

8

45

10

31

21

73 76

計 1,302 1,015 874 1,102] 1,126 1,339 1,174 1,349 935 977 1,119

※1 観測値は下段 月降水量（mm）、上段 最大日降水量（mm）。

2 統計値の ] は統計に用いた資料数 80%未満（資料不足値）。

3 気象庁ＨＰより抜粋。

表 4-9-1
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過去 10 年間の月別降水量

羅臼観測所（アメダス）

年

月 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 年平均

1

10

44

0]

0]

25

115

32

98

28

102

23

107

26

62

77

154

50

146

46

207 104

2

23)

57)

0

0

31

82

22

42

26

55

7

20

36

71

41

83

5

8

35

101 52

3

25)

60)

36

115

79

151

26

67

22

55

64

136

59

137

21

37

28

61

24

62 88

4

41

161

5

15

60

110

13

39

20

50

46

216

10

33

48

121

16

48

21

50 84

5

22

132

63

159

47

166

42

121

79

237

56

100

11

58

6

25

21

26

66

205 123

6

28

75

40

138

77

201

68

145

37

64

44

91

51

133

52

135

43

104

31

45 113

7

53

133

87

156

26

55

24

125

27

145

32

157

28

176

53

126

91

173

16

57 130

8

30

168

14]

36]

21

152

77

279

18

38

41

85

54

151

50

292

106

213

30

86 149

9

58

246

77

231

86)

285)

178

330

56

150

73

228

73

205

41

155

110

240

43

160 223

10

88

304

23

87

27

144

79

223

67

230

33

135

108

240

54

236

82

165

22

67 183

11

51

151

38

166

51

240

35

225

26

87

14

84

21)

35)

49

207

60

152

18

115 146

12

22]

39]

34

138

10

57

37

90

36

111

32

156

45)

211)

9

82

13

72

33

145 110

計 1,570] 1,241] 1,758 1,784 1,324 1,515 1,512 1,653 1,408 1,300 1,507

※1 観測値は上段 月降水量（mm）、下段 最大日降水量（mm）。

2 統計値の ] は統計に用いた資料数 80%未満（資料不足値）、 ）は統計に用いた資料数 80%以上（準完全値）。

3 気象庁ＨＰより抜粋。

表 4-9-2
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※ 気象庁 HP:北海道の活火山より抜粋。

表 4-10

概要

知床硫黄山は、安山岩(SiO2 61％)の成層火山で、知床半島に存在する第四紀火

山のうちで最も大きく、少なくとも今から24万年前には活動を開始した。山頂
部に2つの爆裂火口が北東－南西方向に並び、このうち南側の火口形成時には
岩屑なだれが発生した。その後、南側の火口底と2つの爆裂火口が接する火口
壁上には、溶岩ドームが生成され、その麓には噴気が認められている。北西側
中腹の爆裂火口(1号火口)は今なお活動を続け、しばしば多量の溶融硫黄を噴
出する。世界的に珍しい噴火形式の火山である(北海道防災会議,1982)。

最近１万年間
の火山活動

1万年間の活動については不明な点が多いが、山頂部の2つの爆裂火口内で形成
された厚い溶岩流と2つの溶岩ドームは地形的にも新鮮である。記録に残って
いる活動には、1857～1858、1876、1889～1890年および1935～1936年の噴火が
ある。特に、最近2回は、火山灰の他に溶融硫黄や熱湯が噴出している。1935
～1936年の噴火で硫黄の噴出量が１日当たり最大数千トン、総噴出量は約20万
トンに達し、カムイワッカ川や海浜は黄色い硫黄で覆われた。これらの噴火は
いずれも、北西側中腹の爆裂火口で起こり、この火口は現在でも噴気が認めら
れている(北海道防災会議,1982)。

1857～1858(安政4～5)年噴火。硫黄を流出。

1876(明治9)年9月24日噴火。

1889(明治22)年8月9日噴火。噴煙活発、硫黄を多量に流出。10月頃まで小爆発
を反復。

1890(明治23)年6月15日噴火。爆発で火口西壁が破壊。約半月間熱湯噴出。

1935(昭和10)年12月噴火。小爆発。

1936(昭和11)年5月4日噴火。10月末まで3～6日の周期で、次のような活動を繰
り返す。(1)溶融硫黄の噴出、(2)熱湯と蒸気の爆発的噴出、(3)沸騰した湯と
蒸気の間欠的噴出、(4)休止期。1日の噴出で最大数千トンの硫黄を流出。硫黄
の総噴出量約20万トン。

1937(昭和12)年8月 火口底の水が沸騰。

概 要

北海道東部の知床半島中部にある火山で、基盤の中新世の流紋岩・安山岩が標
高900mまで露出。火山の基底直径は約5km、標高1661m、大部分が輝石安山岩の
溶岩や火砕岩からなる成層火山で、山頂部には溶岩ドームがある。他に同様な
火山が半島中軸に沿い北東に3山連なり、更にその北東に知床硫黄山がある。
山麓に温泉湧出。

最近１万年間
の火山活動

最近2200年間では、約2200年前、約1400年前、約500～700年前の3時期に火山
活動が活発であった。約2200年前には、比較的規模の大きな噴火が発生し、降
下火山灰や火砕流が噴出した。約1400年前の活動では、プリニー式噴火による
降下火山灰と火砕流が、500～700年前の活動でも降下火山灰や火砕流が噴出し
た。また、山頂付近に存在する溶岩流や溶岩ドームには新鮮な地形が残ってお
り、この3時期のそれぞれ、あるいはいずれかの活動で形成された可能性が高
い(宮地ほか,2000)。

記録に残る火
山活動

1964(昭和39)年1～3月地震群発。最大地震は1月20日2：10(M4.6、震度4)羅臼
温泉で軽微な被害(羅臼温泉で有感地震が、1月160回以上、2月18回、3月3
回)。

知床の活火山

※ 気象庁HP：北海道の活火山より抜粋。

羅臼岳

記録に残る火
山活動

硫黄山

知床の活火山
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オ 社会状況調査

（ア）調査内容

知床世界自然遺産地域に関係の深い斜里町及び羅臼町の特徴について、主に、

産業構造に占める一次産業（農業及び漁業）の位置付けについて調査した。

（イ）調査結果

知床世界自然遺産地域が所在する町として斜里町と羅臼町がある。それぞれ

の地域の生活を支える社会経済的環境の特徴について、その概要を以下に記載

する。

ａ 斜里町

斜里町は、知床半島の北西側に位置し、羅臼町と背中合わせに隣接し、面

積は 736.97 km2であり、羅臼町の約 1.8 倍の面積を持っている。

人口は昭和 55 年に 15,795 人であったが、平成 17 年には 13,311 人と減少

している。

平成 17 年の産業別の人口をみると、農業、漁業、工業及び商業はそれぞ

れ 1,707 人、362 人、486 人、1,119 人である。一次産業に占める人口で比

較すると、羅臼町とは逆に斜里町では農業従事者が最も多く、漁業者の占め

る割合は約 17％を占めるに過ぎない。しかし、生産額でみると農業が約 102

億円であるが、漁業は約 71 億円である。また、サケ定置網漁業をはじめ、

サケ、カラフトマスを中心にふ化場で捕獲・採卵・放流が実施され、平成

16年の斜里川、イワウベツ川におけるカラフトマス・サケの放流数は、19,947

千匹である。

斜里町は観光でも脚光を浴び、平成 16 年の観光者入込み数は約 166 万人

と多く、知床五湖などの観光のスポットが多い。

ｂ 羅臼町

羅臼町は、知床半島の背梁山脈にあたる知床連山の南東側に位置し、面積

は 397.84km2で南北に 60km、東西に８km、根室海峡を挟んで国後島までは、

近いところで 25km しか離れていない。

人口は昭和 30 年の 5,947 人から 40 年には 8,922 人と増加したが、以降、

徐々に減少して、平成 16 年には 6,721 人になっている。

平成 12 年次における、産業別の 15 才以上の就業者数（男女合計）の年次

別推移をみると、第一次産業、第二次産業、第三次産業はそれぞれ 1,719 人、

778 人、1,491 人である。このうち第一産業における漁業者数は 1,668 人と

約98％を占めており、羅臼町においては漁業の位置付けは大きいといえる。

漁獲量では、平成 15 年度の全体で 43,907 トンあったが、このうちサケが

19,458 トンと約 44％を占めており、サケ資源の重要性が理解できる。

また、モセカルベツ川の河口に設置されているサケマスふ化場では、シロ

ザケのふ化事業を行い、モセカルベツ川及びルサ川等に放流しており、増殖

事業にも力をいれている。
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（２）流出可能土砂量の分析

下流域の保全対象に与える影響の大きさを評価する場合、流域に堆積する土

砂量や崩壊地面積の情報が重要となる。調査結果をもとに、以下の項目につい

て分析を行った。

なお、ここで対象となる河川はいずれも過去に災害の発生がみられた河川で

あるが、各評価因子の絶対的評価は難しいので、相対的なものとして把握する

こととした。

ア 擬似掃流力の考え方（図 4-6）

渓流内に堆積している土砂を押し流す力は掃流力（＝流量×河床勾配）で

表される。しかし、流量のデータが得られてないことから、流量の代わりに

流域面積を利用した。ここでは、流域面積×河床勾配を擬似掃流力として、

その考え方と計算方法を示した。

擬似掃流力の考え方図 4-6
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イ 流出可能土砂の評価

各河川河口部、支流分岐点等、河川工作物の設置箇所における流域面積、渓

流内滞留土砂量、崩壊地面積等の相互関係について、以下のとおり整理した。

（ア）流域面積と累積渓流内滞留土砂量の関係図（図 4-7）

流域面積を横軸、累積渓流内滞留土砂量を縦軸にして、その関係をプロッ

トした。この図によって、両因子の相対的な大きさの違いを把握した。

（イ）流域面積とﾍｸﾀｰﾙ当り渓流内滞留土砂量の関係図（図 4-8）

流域面積が大きくなれば累積渓流内滞留土砂量も大きくなることから、ﾍｸ

ﾀｰﾙ当りの渓流内滞留土砂量を計算し、流域面積との関係をプロットした。

（ウ）擬似掃流力と累積渓流内滞留土砂量の関係図（図 4-9）

擬似掃流力を横軸、累積渓流内滞留土砂量を縦軸にして、この関係をプロ

ットした。この図によって、両者の相対的な大きさを把握した。

－両軸に引かれた線は相対的な大きさを３つのグループに区分するため

に設けた。

（エ）擬似掃流力とﾍｸﾀｰﾙ当り渓流内滞留土砂量の関係図（図 4-10）

擬似掃流力とﾍｸﾀｰﾙ当り渓流内滞留土砂量の関係をプロットした。両軸に

引かれた線は、相対的な大きさを３つのグループに区分するために設けた。

（オ）流域面積と崩壊地面積の関係図（図 4-11）

流域面積を横軸、崩壊地面積を縦軸にして、この関係をプロットした。両

軸に引かれた線は、相対的な大きさを３つのグループに区分するために設け

た。

（カ）流域面積とﾍｸﾀｰﾙ当り崩壊地面積の関係図（図 4-12）

流域面積を横軸、ﾍｸﾀｰﾙ当り崩壊地面積を縦軸にして、この関係をプロッ

トした。両軸に引かれた線は、相対的な大きさを３つのグループに区分する

ために設けた。

（キ）崩壊地面積と累積渓流内滞留土砂量の関係図（図 4-13）

崩壊地面積を横軸、累積渓流内滞留土砂量を縦軸にして、この関係をプロ

ットした。両者の関係は良好な相関を示し、寄与率で 0.66 を越えている。

この図により、崩壊地面積の多い流域では累積渓流内滞留土砂量も多くなる

ことが推察される。また、崩壊地面積の大きさも流出可能土砂量の評価に利

用できることを示している。
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５ 影響評価方法と評価結果

イワウベツ川、モセカルベツ川、オッカバケ川の３河川にある 21 基の河川工

作物ついて、３の影響評価手法に基づいて評価を行った。

（１）評価表の具体的評価方法

評価フローの各主項目及び調査項目の評価方法を表 5-1 に示した。

（２）評価結果

各河川別の河川工作物の影響評価結果は表 5-2、表 5-3-1～5-3-8 に示すと

おりである。

（※ルシャ川、モセカルベツ川、オッカバケ川、サシルイ川、ケンネベツ川に

設置されている、北海道森林管理局所管以外の河川工作物についても参考

として評価結果を掲載した。）

以上の結果、「改良の検討を行うことが適当」と評価した河川工作物は以下

の５基である。

イワウベツ川の内、

ピリカベツ川：森林管理局の№８及び№10

赤イ川 ：森林管理局の№11、№12 及び№13

※参考

北海道森林管理局所管以外の河川工作物で、評価の結果「改良の検討を行うこ

とが適当」と評価された河川工作物。

ルシャ川 ：北海道の№３、№４

サシルイ川 ：北海道の№１、№２

イワウベツ川：斜里町の№１
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表 5-1
河川工作物の評価表の具体的評価方法

無し

有り

無し

有り

遡上可能

遡上困難

遡上可能

遡上困難

環境あり

環境なし

環境あり

環境なし

環境あり

環境なし

あり

なし

環境あり

環境なし

①渓流内滞留土砂量

保全対象の重
要度（量と
質）が

低い

高い

影響が小さい：
工法等の工夫に
より影響を回避
でき、工作物の
改修が可能と判
断

影響が大きい：
全体的な影響が
大きく、工作物
の改修が困難と
判断（現状維
持）

８．工法の選
択等の検討

可能性有り
可能性無し

工法の選択の技術的側面及
び経済的環境を総合的に検
討する。

①河川工作物改修の技術的・
経済的可能性

有り
無し

河川工作物改修に伴う防災機能への影
響等（４、５、６）の全体的な検討結
果から、
*専門家の判断

7.工作物改修
等に伴う防災
機能等への全
体的な影響

工法の選択と経済的環境の検討結果か
ら、可能性が、

①工作物改修等に伴う防災機
能及び河川周辺の生態系への
影響

主項目４、５、６の全体的
な評価結果を総合的に検討
する。

影響が小さい
影響が大きい

主 項 目

阻害有り

改修後の産卵床の増減から,産卵床へ
の影響が、
*専門家の判断

調 査 項 目

2.河川工作物
が主原因か

②プールの水深と広がり

5.下流域の保
全対象の状況

あり
なし

湧水の有無から（有れば産卵環境に
適）

評 価 方 法

少ない
中くらい
多い

阻害なし

遡上可能

ﾍｸﾀｰﾙ当り渓流内土砂量、擬似
掃流力、累積渓流内土砂量の
関係およびﾍｸﾀｰﾙ当り崩壊地面
積、累積崩壊地面積の関係を
考慮して評価する。

小さい
中くらい
大きい

別図資料「保全対象施設｣のとおり。

1.河川工作物
以外の遡上、
生息阻害の有
無

あり
なし

①水面幅（平水時）

①滝

②pH

①河川工作物の落差と越流水
深

遡上困難

③河床の組成

評 価 方 法

枝沢の有無（有れば生息・退避環境に
適）

別紙資料「河川別の流出可能土砂の評価｣のとおり。
*専門家の判断

環境あり
環境なし

あり
なし

大
中
小

河川延長に対する割合から、３つに区分
する（大なら生息環境に適）、大：60％
以上、中：30～60％未満、小：30％未満

スギゴケの付着状況

濁水が生息条件を超える状況を目安
に、生息環境が

4.上・下流に
おける流出可
能土砂量の状
況

⑥水温

⑩枝沢

②土砂生産源

⑦河川内の礫上のスギゴケ

⑧湧水

⑨河畔林率

3.河川工作物
上流の遡上・
産卵・生息環
境の有無

遡上・産卵・生息の環境下にある

遡上・産卵・生息環境下にない
⑤濁水の流入の有無

産卵、生息の適温を目安として、産
卵・生息環境が

可児式（瀬、淵の状態）から、産卵・
生息環境が

（ア）
礫区分

（イ）
沈み石

1)礫なし（泥状）、2)20㎝以
下の礫が主に混合、3)は2)以
上の礫が主に混合、4)岩盤状
の礫構成から、遡上・産卵・
生息環境が

2）､3）について、沈み石の
占有率から、産卵・生息環境
が

河川工作物の改修に伴う、
保全対象への影響度を念頭
において判断する。

保全対象

落差１ｍを目安として、遡上阻害が

pH5.5を基準として、遡上・産卵・生
息阻害が

落差40ｃｍを目安として、遡上が

体長の１～1.5倍を基準に、遡上が

幅１～1.5ｍ以上を目安として、遡
上・産卵・生息環境が

魚種ごとの体長を目安として、遡上・
産卵。生息環境が

②水深（平水時）

④河川形態

小さい
大きい

6.河川周辺生
態系への状況

産卵床及び生
態系への影響
が

小さい
中くらい

大きい

専門家の意見を考慮すると
ともに、希少動植物の情報
にも留意する。

①産卵床の保全

②生態系の保全
重機等のアクセス及び改修に伴う重機
等による周辺生態系の変化が
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表 5-2
河川別の流出可能土砂の評価（フロー４）

ha当り渓流
内土砂量

擬似掃流
力

渓流内
土砂量

評価①
ha当り崩
壊地面積

崩壊地
面積

評価②

図 4-11 図4-10 図4-9 図4-9 図4-12 図4-11

温泉川

追4(斜)
5(森)
6(森)

小 小 小 小 小 小 小 小

盤ノ川
追2(斜)
9(森) 小 中 中 小 中 中 小 中

イワウベツ川本流
（森４）

4(森)
小 小 小 小 小 大 小 大

イワウベツ川本流
（森７）

追3(斜)
3(森)
7(森)

中 中 中 中 中 中 中 中

ピリカベツ川

8(森)
10(森) 小 大 小 小 大 小 小 小

赤イ川

1(斜)
11(森)
12(森)
13(森)

大 小 大 中 中 小 小 小

白イ川
該当な
し

小 小 中 小 小 小 小 小

イワウベツ川全域

追1(ふ)
1(ふ)
2(ふ)

大 中 大 大 中 小 中 小

ルシャ川

1(ふ)
2(道)
3(道)
4(道)

大 小 中 中 小 小 小 小

モセカルベツ川

1(道)
～
6(道)
1(森)
～
6(森)

小 大 中 中 大 大 中 大

オッカバケ川

1(道)
1(森)
2(森)

中 大 大 大 大 大 大 大

サシルイ川
1(道)
2(道) 大 中 大 大 中 小 中 小

ケンネベツ川

1(道)
～
8(道)

小 中 中 小 中 小 小 小

※ 評価①はha当たり渓流内土砂量、評価②はha当たり崩壊地面積にそれぞれ重きをおき評価した。

土砂生産源の大きさ

流域面積

渓流内滞留土砂量の大きさ

河 川 名
対象河
川工作

物
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表
5
-
3
-
1

河
川

工
作

物
影

響
評

価
表

《
フ

ロ
ー

１
，

２
，

３
》

（
１

-
１

）

ピ
リ

カ
ベ

ツ
川

追
１

1
2

7
3

追
３

4
追

２
（

橋
）

9
追

４
5

6
８

、
10

ふ
化
場

ふ
化

場
ふ
化

場
森

管
局

森
管

局
斜

里
町

（
橋
）

森
管

局
斜

里
町

森
管

局
斜

里
町

森
管

局
森

管
局

森
管

局

0
.2

1
0

2.
4
4

2.
58

0.
19

2.
59

2
.1
8

1.
7

1
.4

4.
1

5
.1

2.
51

,
1.
9
8

①
滝
（

落
差

）
阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

あ
り

阻
害

あ
り

阻
害

あ
り

阻
害

あ
り

阻
害

な
し

②
pH

－
－

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

－
－

阻
害

あ
り

阻
害

あ
り

阻
害

な
し

主
項

目
１

の
評

価
阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

あ
り

阻
害

あ
り

阻
害

あ
り

阻
害

あ
り

阻
害

な
し

フ
ロ

ー
２

へ
進

む
①

河
川

工
作

物
の
落

差
と
越

流
水
深

遡
上

可
能

遡
上
困

難
遡
上

可
能

遡
上
困

難
遡

上
困
難

遡
上
可

能
遡

上
困
難

遡
上

困
難

遡
上
困

難

②
プ
ー

ル
水

深
と

広
が
り

遡
上

可
能

遡
上
可

能
遡
上

可
能

遡
上
可

能
遡

上
可
能

遡
上
可

能
遡

上
可
能

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

主
項

目
２

の
評

価
遡
上

可
能

遡
上
困

難
遡
上

可
能

遡
上
困

難
遡

上
困
難

遡
上
可

能
遡

上
困
難

遡
上

困
難

遡
上
困

難

現
状

維
持

フ
ロ
ー

３
へ

進
む

現
状

維
持

現
状
維

持
フ

ロ
ー

３
へ

進
む

①
水
面

幅
（

平
水

時
）

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

②
水
深

（
平

水
時

）
環

境
あ

り
環

境
あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

③
河
床

の
組

成
環

境
あ

り
環

境
あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

④
河
川

形
態

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

⑤
濁
水

の
混

入
の

有
無

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

⑥
水
温

－
環

境
あ
り

－
－

環
境

あ
り

環
境

あ
り

⑦
河
川

内
の

礫
上
の

ス
ギ
ゴ

ケ
の
有

無
な
し

な
し

な
し

あ
り

－
－

⑧
湧
水

－
－

－
－

－
－

⑨
河
畔

林
率

中
大

大
大

小
大

⑩
枝
沢

の
有

無
な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

主
項

目
３

の
評

価
環

境
あ

り
環

境
あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

次
の
フ

ロ
ー

へ
進
む

次
の

フ
ロ
ー

へ
進
む

主
項

目
調

査
（

指
標

）
項

目

１
．

河
川
工

作
物
以

外
の

遡
上

、
生
息

阻
害

の
有

無 ２
．

河
川
工

作
物

が
主

原
因
か

現
状

維
持

フ
ロ

ー
２

へ
進

む

３
．

上
流
の

遡
上

・
産

卵
・
生

息
環
境

の
有

無

フ
ロ

ー
３

へ
進

む

イ
ワ

ウ
ベ

ツ
川

温
泉

川
盤

ノ
川

次
の

フ
ロ

ー
へ

進
む

本
流

フ
ロ

ー
３

へ
進
む

次
の

フ
ロ

ー
へ

進
む
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表
5
-
3
-
2

河
川

工
作

物
影

響
評

価
表

《
フ

ロ
ー

１
，

２
，

３
》

（
１

-
２

）

1
1
1

1
2

1
3

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

斜
里
町

森
管
局

森
管

局
森
管

局
北
海
道

北
海

道
北
海

道
北

海
道

北
海
道

北
海
道

森
管

局
森
管

局
森

管
局

森
管
局

森
管

局
森
管

局

1
.
5

2
.
08

3.
2
2

3.
1
5

1
.
37

1
.
2
6

0.
8
7

0
.8
3

0
.
2

0
.
54

3.
4
1

1.
9
5

2
.3
1

2
.
48

2
.
2
1

3.
8
4

①
滝
（

落
差

）
阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害
な
し

阻
害
な

し
阻
害
あ

り
阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害
な
し

阻
害
な

し
阻
害
な

し
阻
害

な
し

阻
害
な
し

阻
害
な

し
阻
害
な

し
阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害
な
し

②
pH

－
阻
害

な
し

－
阻

害
な

し
阻
害
あ

り
－

－
阻

害
な
し

－
阻
害
な

し
－

阻
害
な
し

－
阻
害
な

し
－

阻
害

な
し

阻
害
な
し

主
項
目
１

の
評

価
阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害
な
し

阻
害
な

し
阻
害
あ

り
阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害
な
し

阻
害
な

し
阻
害
な

し
阻
害

な
し

阻
害
な
し

阻
害
な

し
阻
害
な

し
阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害
な
し

現
状

維
持

①
河
川
工

作
物
の

落
差
と

越
流
水

深
遡
上

困
難

遡
上

困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上

困
難

遡
上

困
難

遡
上
困
難

遡
上
困

難
遡
上

可
能

遡
上

困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困

難
遡
上

困
難

遡
上

困
難

遡
上
困
難

②
プ
ー
ル

水
深
と

広
が

り
遡
上

困
難

遡
上

可
能

遡
上
可
能

遡
上
可
能

遡
上

可
能

遡
上

可
能

遡
上
可
能

遡
上
可

能
遡
上

可
能

遡
上

可
能

遡
上
可
能

遡
上
可
能

遡
上
可

能
遡
上

可
能

遡
上

可
能

遡
上
可
能

主
項
目
２

の
評

価
遡
上

困
難

遡
上

困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上

困
難

遡
上

困
難

遡
上
困
難

遡
上
困

難
遡
上

可
能

遡
上

困
難

遡
上
困
難

遡
上
困
難

遡
上
困

難
遡
上

困
難

遡
上

困
難

遡
上
困
難

現
状

維
持

①
水
面
幅

（
平
水
時

）
環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ

り
環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ

り
環
境

あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ

り
環
境
あ

り
環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境
あ
り

②
水
深
（

平
水
時

）
環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ

り
環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ

り
環
境

あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ

り
環
境
あ

り
環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境
あ
り

③
河
床

の
組

成
環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ

り
環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ

り
環
境

あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ

り
環
境
あ

り
環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境
あ
り

④
河
川
形

態
環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ

り
環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ

り
環
境

あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ

り
環
境
あ

り
環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境
あ
り

⑤
濁
水
の

混
入

の
有

無
な

し
な

し
な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

⑥
水
温

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ

り
環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ

り
環
境

あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ

り
環
境
あ

り
環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境
あ
り

⑦
河
川
内

の
礫
上

の
ス
ギ

ゴ
ケ
の

有
無

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

⑧
湧
水

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

⑨
河
畔
林

率
小

小
小

大
大

大
大

大
大

小
小

小
小

小
小

⑩
枝
沢

の
有

無
な

し
な

し
な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

主
項
目
３

の
評

価
環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ

り
環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ

り
環
境

あ
り

環
境
あ
り

環
境
あ

り
環
境
あ

り
環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境
あ
り

２
．

河
川
工

作
物
が

主
原

因
か

３
．

上
流
の

遡
上
・

産
卵

・
生
息

環
境

の
有

無

フ
ロ

ー
２

へ
進

む

主
項

目
調

査
（

指
標

）
項

目

フ
ロ

ー
２

へ
進

む

追
５

（
開

発
局

）
よ

り
上

流

１
．

河
川
工

作
物
以

外
の

遡
上
、

生
息

阻
害
の

有
無

次
の

フ
ロ

ー
へ

進
む

次
の

フ
ロ

ー
へ

進
む

フ
ロ

ー
３

へ
進

む

赤
イ

川

イ
ワ

ウ
ベ

ツ
川

モ
セ

カ
ル

ベ
ツ

川

次
の

フ
ロ

ー
へ

進
む

フ
ロ

ー
３

へ
進

む
フ

ロ
ー

３
へ

進
む
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表
5
-
3
-
3

河
川
工

作
物

影
響

評
価

表
《

フ
ロ

ー
１
，

２
，

３
》

（
１

-
３

）

1
1

2
1

2
3

4
1

2
1

2
3

4
5

6
7

8

北
海
道

森
管
局

森
管

局
ふ
化

場
北
海

道
北

海
道

北
海
道

北
海

道
北
海

道
北
海

道
北

海
道

北
海
道

北
海

道
北
海

道
北
海

道
北

海
道

北
海
道

0
.1
2

4.
70

4.
3
2

0.
4
2

0.
30

0
.3
4

0.
59

0.
0
,

1.
8
5
0.
4

,
2
.6
7 1
.
90

,
2.

80
2
.8
0

4.
10

3.
5
0

2.
7
0

4.
20

7
.4
0

9.
50

①
滝

（
落

差
）

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

②
pH

－
阻

害
な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

－
－

阻
害

な
し

－
－

阻
害

な
し

－

主
項

目
１

の
評

価
阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

阻
害

な
し

障
害

な
し

障
害

な
し

障
害

な
し

障
害

な
し

障
害

な
し

障
害

な
し

障
害

な
し

障
害

な
し

①
河
川

工
作

物
の

落
差

と
越

流
水

深

遡
上

可
能

遡
上
困

難
遡

上
困

難
遡

上
困

難
遡
上

可
能

時
期

に
よ
っ

て
遡

上
可
能

遡
上
困

難
遡

上
困

難
遡

上
困

難
遡
上

困
難

遡
上

困
難

遡
上
困

難
遡

上
困

難
遡

上
困

難
遡
上

困
難

遡
上

困
難

遡
上

困
難

②
プ
ー

ル
水
深

と
広

が
り

遡
上

可
能

遡
上
可

能
遡

上
可

能
遡

上
可

能
遡
上

可
能

遡
上

可
能

遡
上
可

能
遡

上
可

能
遡

上
可

能
遡
上

可
能

遡
上

可
能

遡
上
可

能
遡

上
可

能
遡

上
可

能
遡
上

可
能

遡
上

可
能

遡
上

可
能

主
項

目
２

の
評

価
遡
上

可
能

遡
上
困

難
遡

上
困

難
遡

上
困

難
遡
上

可
能

時
期

に
よ
っ

て
遡

上
可
能

遡
上
困

難
遡

上
困

難
遡

上
困

難
遡
上

困
難

遡
上

困
難

遡
上
困

難
遡

上
困

難
遡

上
困

難
遡
上

困
難

遡
上

困
難

遡
上

困
難

現
状

維
持

ﾌ
ﾛ
ｰ
３

へ
進

む
現
状

維
持

①
水
面

幅
（

平
水
時

）
環

境
あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

②
水
深

（
平
水

時
）

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

③
河
床

の
組
成

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

④
河
川

形
態

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

⑤
濁
水

の
混

入
の
有

無
な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

⑥
水
温

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

⑦
河
川

内
の

礫
上

の
ス

ギ
ゴ

ケ
の

有
無

－
－

な
し

な
し

な
し

あ
り

あ
り

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

⑧
湧
水

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

⑨
河
畔

林
率

小
大

小
大

大
大

大
中

中
中

中
大

大
大

大

⑩
枝
沢

の
有
無

な
し

あ
り

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

あ
り

主
項

目
３

の
評

価
環

境
あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

環
境

あ
り

次
の

ﾌ
ﾛ
ｰ
へ

進
む

サ
シ

ル
イ

川

フ
ロ

ー
2
へ

進
む

ケ
ン

ネ
ベ

ツ
川

フ
ロ

ー
２

へ
進

む
フ

ロ
ー

２
へ

進
む

フ
ロ

ー
３

へ
進

む
フ

ロ
ー

３
へ

進
む

次
の

フ
ロ

ー
に

進
む

次
の

ﾌ
ﾛ
ｰ
へ

進
む

ﾌ
ﾛ

ｰ
3

へ
進

む

次
の

ﾌ
ﾛ
ｰ
へ

進
む

次
の

フ
ロ

ー
へ

進
む

３
．

上
流
の

遡
上

・
産

卵
・
生

息
環

境
の
有

無

調
査

（
指

標
）

項
目

主
項

目

１
．

河
川
工

作
物

以
外

の
遡
上

、
生
息

阻
害

の
有

無 ２
．

河
川
工

作
物

が
主

原
因

か

ﾌ
ﾛ

ｰ
３

へ
進

む

ﾙ
ｼ

ｬ
川

フ
ロ

ー
２

へ
進

む

オ
ッ

カ
バ

ケ
川
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表
5
-
3
-
4

河
川

工
作

物
影

響
評

価
表

《
フ

ロ
ー

4
～

7
》

（
２

-
１

）

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

①
滞
留

土
砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産
卵

床
の

保
全

性
②
生

態
系

の
保

全
性

①
滞
留

土
砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産
卵

床
の

保
全

性
②

生
態
系

の
保

全
性

①
滞

留
土

砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産
卵

床
の

保
全

性
②

生
態
系

の
保

全
性

①
滞

留
土

砂
量

②
土
砂

生
産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産
卵

床
の

保
全

性
②

生
態
系

の
保

全
性

中
小

中
く
ら

い
中

中
高

い
中

く
ら

い
中

中
高

い
中

く
ら

い
小

大
高

い
中
く

ら
い

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

①
滞
留

土
砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産
卵

床
の

保
全

性
②
生

態
系

の
保

全
性

①
滞
留

土
砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産
卵

床
の

保
全

性
②

生
態
系

の
保

全
性

①
滞

留
土

砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産
卵

床
の

保
全

性
②

生
態
系

の
保

全
性

①
滞

留
土

砂
量

②
土
砂

生
産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産
卵

床
の

保
全

性
②

生
態
系

の
保

全
性

中
中

中
く

ら
い

大
小

高
い

中
く

ら
い

中
小

中
く

ら
い

中
小

高
い

中
く

ら
い

イ
ワ

ウ
ベ

ツ
川

2
.
0
8

1
.
5

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周

辺
生

態
系

へ
の

影
響

1
1

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る

流
出
可

能
土
砂

量
の

状
況

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周

辺
生

態
系

へ
の

影
響

昭
和

5
4,
5
6
年

に
激

甚
災
害

を
受

け
て

い
る
。

直
上
流

に
は
土

石
流

に
よ
る

巨
礫
が

貯
留
し

て
い
る

。
昭

和
5
4,
5
6
年
に

激
甚
災

害
を

受
け
て

い
る
。

既
に

魚
道

が
設
置

さ
れ

て
い
る

。
昭

和
5
4
,
56
年

に
土
石

流
が

発
生
し

て
い
る

が
、
他

の
本
支

流
に

比
べ
て

軽
微
で

あ
る
。

河
川

名

主
項

目

評
価

項
目

そ
の

他
参

考
事

項

評
価

項
目

そ
の

他
参

考
事

項
過

去
に
1
0
～

15
年

お
き
に

土
石

流
発
生

し
て
お

り
、

昭
和
5
4
,
56
年

に
激
甚

災
害
を

受
け

て
い
る

。
ダ

ム
堆
砂

敷
に
は

土
石
流

に
よ

る
巨

礫
が
過

堆
積
し

て
い
る

。

７
．

工
作

物
改

修
等

に
伴

う
防

災
機

能
等

等
へ

の
全

体
的

な
影

響

専
門

家
の

意
見
を

踏
ま

え
た
総

合
評

価
現

状
維
持

が
適

当
現

状
維

持
が

適
当

過
去

に
1
0
～

1
5
年

お
き

に
土
石

流
が
発

生
し

て
お
り

、
昭

和
5
4
,
56
年

に
激

甚
災
害

を
受

け
て
い

る
。

赤
イ

川
盤

ノ
川

ピ
リ

カ
ベ

ツ
川

過
去

に
1
0
～
1
5
年
お

き
に
土

石
流
が

発
生
し

て
お
り

、
昭

和
5
4
,5
6
年

に
激

甚
災

害
を
受

け
て

い
る

。

８
、

１
０

河
川

工
作

物
名

2
.
51
,

1
.9
8

森
管

局
森
管

局

追
２

（
橋

）

斜
里

町

1
（
導

水
管
）

斜
里

町

河
川

名

河
川

工
作

物
名

主
項

目

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る

流
出

可
能

土
砂

量
の

状
況

ふ
化

場

1
.
0

イ
ワ

ウ
ベ

ツ
川

4

森
管

局

2
.5
9

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周

辺
生

態
系

へ
の

影
響

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周

辺
生

態
系

へ
の

影
響

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る

流
出
可

能
土
砂

量
の

状
況

森
管

局

本
流

2
.
44

2
.
583

1
7

森
管

局

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周

辺
生

態
系

へ
の

影
響

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る

流
出

可
能

土
砂

量
の

状
況

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周

辺
生
態

系
へ
の

影
響

下
流

側
の

工
作

物
（

７
，
３

（
森
林

管
理
局

）
）

の
「

現
状

維
持
」

と
併

せ
て

考
え
て

現
状
維

持
が

適
当

。

他
の

本
支

流
に

比
べ

、
堆
積

し
て
い

る
礫
経

が
小

で
、

巨
礫

も
少
な

く
、

河
床

勾
配
の

緩
い
比

較
的
安

定
し

て
い

る
河

川
で
あ

る
こ
と

か
ら

改
良

の
検
討

を
行
う

こ
と
が

適
当

。

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る

流
出

可
能

土
砂

量
の

状
況

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周

辺
生

態
系

へ
の

影
響

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る

流
出

可
能

土
砂

量
の

状
況

2
.
1
8

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る

流
出

可
能

土
砂

量
の

状
況

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周

辺
生
態

系
へ
の

影
響

下
流

に
あ

る
工
作

物
（
７

，
３

（
森
林

管
理

局
）
）

の
「
現

状
維

持
」
と

併
せ
て

考
え

て
現
状

維
持

が
適
当

。

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る

流
出

可
能

土
砂

量
の

状
況

既
存

の
魚

道
の

改
修
を

含
め
改

良
の

検
討
を

行
う

こ
と
が

適
当

。

７
．

工
作

物
改

修
等

に
伴

う
防

災
機

能
等

等
へ

の
全

体
的

な
影

響

専
門

家
の

意
見
を

踏
ま

え
た
総

合
評

価

防
災

目
的

の
施
設

で
は

な
く

、
上
流

に
産
卵

可
能

な
環

境
が

あ
る
こ

と
か
ら

改
良

の
検
討

を
行

う
こ
と

が
適
当

。
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表
5
-
3
-
5

河
川

工
作

物
影

響
評

価
表

《
フ

ロ
ー

４
～

7
》

（
２
-
２

）

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

①
滞

留
土

砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産
卵
床

の
保
全
性

②
生
態
系

の
保
全
性

①
滞
留
土

砂
量

②
土
砂
生

産
源

保
全
対

象
の
重
要

性
①

産
卵
床

の
保
全
性

②
生
態
系

の
保
全
性

①
滞
留
土

砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産

卵
床

の
保

全
性

②
生

態
系

の
保

全
性

①
滞

留
土

砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産

卵
床

の
保

全
性

②
生

態
系

の
保

全
性

中
小

高
い

中
く
ら

い
中

小
高

い
中
く
ら
い

大
大

高
い

中
く

ら
い

大
大

高
い

中
く

ら
い

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

①
滞

留
土

砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産
卵
床

の
保
全
性

②
生
態
系

の
保
全
性

①
滞
留
土

砂
量

②
土
砂
生

産
源

保
全
対

象
の
重
要

性
①

産
卵
床

の
保
全
性

②
生
態
系

の
保
全
性

①
滞
留
土

砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産

卵
床

の
保

全
性

②
生

態
系

の
保

全
性

①
滞

留
土

砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産

卵
床

の
保

全
性

②
生

態
系

の
保

全
性

大
大

高
い

中
く
ら
い

大
大

高
い

中
く
ら
い

大
大

高
い

中
く

ら
い

大
大

高
い

中
く

ら
い

他
の

本
支

流
に

比
べ

、
堆

積
し

て
い
る
礫
経

が
小
で
、
巨

礫
も

少
な

く
、

河
床

勾
配

の
緩

い
比
較
的

安
定
し
て
い
る

河
川

で
あ

る
こ

と
か

ら
改

良
の

検
討

を
行

う
こ
と

が
適

当
。

他
の
本
支
流
に
比
べ

、
堆
積

し
て
い
る
礫
経

が
小
で
、
巨

礫
も
少
な
く
、
河
床

勾
配
の

緩
い
比
較
的
安

定
し
て
い
る

河
川

で
あ
る
こ
と
か

ら
改

良
の
検
討
を
行

う
こ
と

が
適

当
。

2

現
状

維
持

が
適

当

モ
セ

カ
ル

ベ
ツ

川

3
.
22

3
.1

5

森
管

局

1
2

13

現
状
維
持

が
適
当

現
状

維
持

が
適

当
専

門
家

の
意

見
を

踏
ま

え
た

総
合

評
価

主
項

目

昭
和
62

年
の
豪
雨

に
よ
り
土
石
流
が

発
生
し
て
い
る

。
ダ
ム

堆
砂
域

に
土

石
流

の
痕

跡
が

み
ら

れ
る

。

４
．

上
・
下

流
に

お
け
る

流
出
可

能
土

砂
量
の

状
況

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周

辺
生

態
系

へ
の

影
響

４
．

上
・
下
流

に
お

け
る

流
出

可
能
土
砂

量
の

状
況

６
．

改
修
に

伴
う
河

川
周
辺
生
態

系
へ
の

影
響

0
.5
4

3
.4
1

0
.8

3

現
状

維
持

が
適

当

評
価

項
目

そ
の

他
参

考
事

項

河
川

工
作

物
名

専
門
家

の
意

見
を

踏
ま

え
た

総
合

評
価

北
海

道
北
海
道

3
4

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る

流
出

可
能

土
砂

量
の

状
況

６
．

改
修
に

伴
う
河

川
周
辺
生

態
系

へ
の

影
響

４
．

上
・
下
流

に
お

け
る

流
出

可
能
土
砂

量
の

状
況

イ
ワ

ウ
ベ

ツ
川

モ
セ

カ
ル

ベ
ツ

川
赤

イ
川

6
1

森
管

局

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る

流
出

可
能

土
砂

量
の

状
況

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周

辺
生

態
系

へ
の

影
響

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周

辺
生

態
系

へ
の

影
響

６
．

改
修
に

伴
う
河

川
周
辺
生
態

系
へ
の

影
響

現
状

維
持

が
適

当
現

状
維

持
が

適
当

昭
和

54
,5
6年

に
土

石
流
が
発
生

し
て
い
る
が

、
他
の
本

支
流
に
比
べ
て

軽
微
で
あ
る
。

昭
和

6
2年

の
豪

雨
に

よ
り

土
石

流
が

発
生

し
、

ダ
ム

堆
砂

域
に

土
石

流
の

痕
跡

が
見

ら
れ

る
。

北
海

道

７
．

工
作

物
改
修

等
に

伴
う

防
災
機

能
等

等
へ

の
全
体

的
な

影
響

７
．

工
作

物
改
修

等
に

伴
う

防
災
機

能
等

等
へ

の
全
体

的
な

影
響

河
川

名

河
川

工
作

物
名

河
川

名

主
項

目

評
価

項
目

そ
の

他
参

考
事

項

1
.2
6

４
．

上
・
下

流
に

お
け
る

流
出
可

能
土

砂
量
の

状
況

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周

辺
生

態
系

へ
の

影
響

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る

流
出

可
能

土
砂

量
の

状
況

1
.3
7

北
海

道
北

海
道

1

森
管
局

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る

流
出

可
能

土
砂

量
の

状
況

６
．

改
修
に

伴
う
河

川
周
辺
生

態
系

へ
の

影
響

0
.8
7
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表
5
-
3
-
6

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．
下

流
域

の
保

全
対

象
の

状
況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

①
滞

留
土

砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全
対

象
の

重
要

性
①

産
卵
床

の
保

全
性

②
生

態
系

の
保

全
性

①
滞

留
土

砂
量

②
土
砂

生
産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産

卵
床

の
保

全
性

②
生

態
系

の
保

全
性

①
滞
留

土
砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産

卵
床

の
保

全
性

②
生
態

系
の

保
全

性
①

滞
留
土

砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産
卵

床
の

保
全

性
②

生
態
系

の
保

全
性

大
大

高
い

中
く

ら
い

大
大

高
い

中
く

ら
い

大
大

高
い

中
く

ら
い

大
大

高
い

中
く
ら

い

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．
下

流
域

の
保

全
対

象
の

状
況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

①
滞

留
土

砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全
対

象
の

重
要

性
①

産
卵
床

の
保

全
性

②
生

態
系

の
保

全
性

①
滞

留
土

砂
量

②
土
砂

生
産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産

卵
床

の
保

全
性

②
生

態
系

の
保

全
性

①
滞
留

土
砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産

卵
床

の
保

全
性

②
生
態

系
の

保
全

性
①

滞
留
土

砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産
卵

床
の

保
全

性
②

生
態
系

の
保

全
性

大
大

高
い

中
く

ら
い

大
大

高
い

中
く

ら
い

大
大

高
い

中
く

ら
い

小
小

中
く
ら

い

主
項

目

評
価
項

目

そ
の

他
参

考
事

項

７
．

工
作

物
改

修
等

に
伴

う
防

災
機

能
等

等
へ

の
全

体
的

な
影

響

オ
ッ

カ
バ

ケ
川

昭
和

62
年

の
豪
雨

に
よ

り
土

石
流
が

発
生

し
て

い
る

。
ダ

ム
堆

砂
域

に
土
石

流
の

痕
跡

が
み

ら
れ

る
。

平
成

２
年

の
低

気
圧

に
よ
る

大
雨

に
よ

り
河

川
が

荒
廃

し
た

。

ル
シ

ャ
川

昭
和
4
7.
4
8年

集
中
豪

雨
に
よ

り
甚

大
な

被
害
が

発
生

し
た

。

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る

流
出
可

能
土

砂
量
の

状
況

1

ふ
化

場

0
.4

2

6
1

2

森
管

局
森

管
局

4
.3
2

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周
辺

生
態

系
へ

の
影

響

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る
流

出
可
能

土
砂

量
の

状
況

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る
流

出
可
能

土
砂

量
の

状
況

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周

辺
生
態

系
へ

の
影
響

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る
流

出
可

能
土

砂
量

の
状

況

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周
辺

生
態
系

へ
の

影
響

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る

流
出
可

能
土

砂
量
の

状
況

６
．

改
修
に

伴
う

河
川

周
辺
生

態
系

へ
の

影
響

1.
9
5

森
管

局

現
状
維

持
が

適
当

森
管

局

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周
辺

生
態
系

へ
の

影
響

森
管

局

2.
31

モ
セ

カ
ル

ベ
ツ

川

７
．

工
作

物
改

修
等

に
伴

う
防

災
機

能
等

等
へ

の
全

体
的

な
影

響

そ
の

他
参

考
事

項

主
項

目

評
価
項

目 専
門

家
の

意
見

を
踏
ま

え
た

総
合
評

価

5

モ
セ

カ
ル

ベ
ツ

川

河
川

工
作

物
影

響
評

価
表

《
フ

ロ
ー

4～
7》

（
２

-
３

）

昭
和

62
年

の
豪

雨
に

よ
り
土

石
流

が
発

生
し

て
い

る
。

ダ
ム
堆

砂
域

に
土

石
流

の
痕

跡
が
み

ら
れ

る
。

河
川

名

河
川

工
作

物
名

2
.2

1

森
管
局

森
管

局

４
．

上
・
下

流
に

お
け

る
流
出

可
能

土
砂

量
の

状
況

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周
辺

生
態

系
へ

の
影

響

3
4

2
.4
8

現
状

維
持

が
適
当

現
状

維
持

が
適

当
現

状
維
持

が
適

当

専
門

家
の

意
見

を
踏
ま

え
た

総
合
評

価
現

状
維

持
が

適
当

現
状

維
持

が
適

当

2

河
川

名

河
川

工
作

物
名

現
状

維
持

が
適
当

3.
8
4

4.
7

６
．

改
修
に

伴
う

河
川

周
辺
生

態
系

へ
の

影
響

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周

辺
生
態

系
へ

の
影
響

４
．

上
・
下

流
に

お
け

る
流
出

可
能

土
砂

量
の

状
況

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る
流

出
可

能
土

砂
量

の
状

況
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表
5
-
3
-
7

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

①
滞

留
土

砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全
対

象
の

重
要

性
①
産

卵
床

の
保

全
性

②
生

態
系

の
保

全
性

①
滞
留

土
砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産
卵

床
の

保
全

性
②

生
態

系
の

保
全

性
①

滞
留
土

砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産

卵
床

の
保

全
性

②
生

態
系

の
保

全
性

①
滞

留
土

砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産

卵
床

の
保

全
性

②
生
態

系
の

保
全

性

小
小

低
い

中
く

ら
い

小
小

低
い

中
く
ら

い
中

小
高

い
中

く
ら
い

中
小

高
い

中
く

ら
い

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

５
．

下
流

域
の

保
全

対
象

の
状

況

①
滞

留
土

砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全
対

象
の

重
要

性
①
産

卵
床

の
保

全
性

②
生

態
系

の
保

全
性

①
滞
留

土
砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産
卵

床
の

保
全

性
②

生
態

系
の

保
全

性
①

滞
留
土

砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産

卵
床

の
保

全
性

②
生

態
系

の
保

全
性

①
滞

留
土

砂
量

②
土

砂
生

産
源

保
全

対
象

の
重

要
性

①
産

卵
床

の
保

全
性

②
生
態

系
の

保
全

性

中
小

高
い

中
く

ら
い

中
小

高
い

中
く
ら

い
中

小
高

い
中

く
ら
い

中
小

高
い

中
く

ら
い

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周

辺
生

態
系
へ

の
影
響

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る
流

出
可

能
土
砂

量
の

状
況

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周
辺

生
態

系
へ
の

影
響

現
状

維
持

が
適

当

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周

辺
生

態
系

へ
の

影
響

４
．

上
・

下
流
に

お
け

る
流

出
可
能

土
砂

量
の

状
況

６
．

改
修

に
伴
う

河
川

周
辺

生
態
系

へ
の

影
響

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る

流
出

可
能
土

砂
量
の

状
況

７
．

工
作

物
改

修
等

に
伴

う
防

災
機

能
等

等
へ

の
全

体
的

な
影

響

専
門
家

の
意

見
を
踏

ま
え

た
総
合

評
価

0
.4

0
,

2
.6

7

現
状

維
持

が
適

当

2.
8

現
状

維
持

が
適

当

4.
1

現
状

維
持
が

適
当

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る

流
出
可

能
土

砂
量

の
状

況

河
川
名

河
川

工
作

物
名

評
価

項
目

そ
の

他
参

考
事

項

主
項
目

渓
床

勾
配
が

緩
く

、
滞
留

土
砂

量
等

も
少

な
く

て
比
較

的
安

定
し

て
い

る
河

川
で
あ

る
こ

と
か

ら
、

改
良

の
検
討

を
行

う
こ

と
が

適
当

。

4

北
海

道

3
.5

0

既
存
の

魚
道

の
改

修
を

含
め

改
良
の

検
討

を
行
う

こ
と

が
適

当
。

ケ
ン

ネ
ベ

ツ
川

北
海

道
北
海

道
北

海
道

3

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る

流
出
可

能
土

砂
量

の
状

況

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周

辺
生

態
系

へ
の

影
響

６
．

改
修

に
伴

う
河

川
周
辺

生
態

系
へ
の

影
響

1

４
．

上
・

下
流

に
お

け
る
流

出
可

能
土
砂

量
の

状
況

渓
床

勾
配

が
緩

く
、

滞
留

土
砂

量
等

も
少
な

く
て

比
較
的

安
定

し
て

い
る

河
川

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
改

良
の

検
討
を

行
う

こ
と

が
適

当
。

既
存

の
魚
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６ 河川工作物ワーキンググループ

（１）河川工作物ワーキンググループの設置について

ア 目的

河川工作物ワーキンググループは、「河川工作物の改良を検討するに当り

必要となる、河川工作物の河川環境、防災面等からの検討を含めたサケ科魚

類に与える影響評価、及びその結果に基づく助言を得ること」を目的として、

知床世界自然遺産地域科学委員会に設置するものである。

イ 構成

（敬称略）

区 分 氏 名・機 関 備 考

委 員 （座長）中村 太士

小宮山 英重

北海道大学大学院 教授

野生鮭研究所 所長

特別委員 妹尾 優二

丸谷 知己

岡部 健士

流域生態研究所 所長

北海道大学大学院 教授

徳島大学工学部 教授

関係行政機関 斜里町

羅臼町

事 務 局 林野庁北海道森林管理局

環境省釧路自然環境事務所

北海道

オブザーバー 石城 謙吉

帰山 雅秀

知床世界自然遺産地域科学委員会委員長

（北海道大学名誉教授）

北海道大学大学院 教授

※ 委員：科学委員会委員を兼務する委員。

特別委員：科学委員会委員を兼務しない委員。
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ウ 検討経緯

第１回河川工作物ワーキンググループ

平成 17 年７月 15 日（札幌市）

検討事項

① ワーキンググループの進め方

② 知床世界自然遺産候補地内等の河川工作物の設置状況

③ 平成 17 年度影響評価対象河川の選定

第２回河川工作物ワーキンググループ

平成 17 年８月 26 日（札幌市）

検討事項

① 影響評価手法の検討

② 影響評価に係る調査項目の検討

第３回河川工作物ワーキンググループ

平成 17 年９月 20 日～22 日（斜里町、羅臼町）

第１日目（９月 20 日）：ルシャ川現地検討

第２日目（９月 21 日）：イワウベツ川現地検討

意見交換（斜里町漁村センター）

第３日目（９月 22 日）：モセカルベツ川、サシルイ川現地検討

第４回河川工作物ワーキンググループ

平成 17 年 12 月 13 日（札幌市）

検討事項

① 影響評価手法の決定

② 影響評価に係る調査結果の報告

第５回河川工作物ワーキンググループ

平成 18 年２月 22 日（斜里町）

検討事項

① 影響評価手法の一部修正

② 流出可能土砂量の評価方法の検討

③ 平成 17 年度対象河川工作物の影響評価結果の検討
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エ 検討内容

ワーキンググループは５回開催され、検討内容及び主な意見等は以下のとおり

である。

（ア）第 1 回河川工作物ワーキンググループ

ａ 事務局から添付資料以外の説明

 ワーキンググループでは、ＩＵＣＮが提起したサケ科魚類管理計画に関わる

遊漁の規制や人工ふ化した稚魚の放流の評価は行わない。

 対象魚種はシロザケ、カラフトマス、サクラマスの３種とする。

ｂ 河川ワーキンググループの目的等について

 生態系及び防災面からの検討も目的として入れる必要がある。

 知床半島はオショロコマの分布の南限域として重要であり、オショロコマ

を含めて対象魚種とすべきである。

ｃ 河川工作物の設置概要等についって

 資料では 13 河川に 88 基の河川工作物が設置されているとしているが、河

川工作物は 100 を越えるのではないか。どういう基準で河川工作物を定義

したのか。

 サケ科魚類の遡上に問題がある工作物はすべてピックアップすべきである。

ｄ 山地災害及び河川工作物の機能等について

 知床半島は上流部に崩壊地が多く山地災害の危険性の高い区域である。

 イワウベツ川では、昭和 30 年、40 年、56 年と大雨による大きな災害が発生

し、56 年の災害を契機に河川工作物の設置が進められてきている。

 ダムは山脚固定、河床勾配の緩和、扜止効果がある。 

 財産・人命に対する安全という観点から、自然維持と人の生活との折り合い

をつける必要がある。

 ダムにより河床低下が起きている。

 ダムは土砂が上から入ってくるものと、そこから出て行くもののバランスが

大切で、一定の土砂を維持していくことが理想で、ダムの調節作用も評価で

きる。
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ｅ 保全対象物等について

 ライフラインとしての道路を被災対象として強く認識して地域を保全する

ことが基本である。

 保全対象の軽重を区分する必要がある。

ｆ 遡上及び産卵環境等について

 知床の河川では川が蛇行して流れていれば上下流に関係なく産卵できる環

境がある。

 イワウベツ川はサケ科魚類の遡上が激減している。

 サシルイ川のダムには魚道がついているが遡上できずにいるために、クマが

集まってきており、河川の周囲には民家も近くにあるため対応を急ぐべきで

ある。

 魚道等の改修によりサケの遡上が増えるとクマが増えるという問題がある

が、上流に遡上させることにより、海で採餌していたシマフクロウの事故が

減る可能性もあり、地域で川の管理のあり方の検討が必要ではないかと考え

ている。

ｇ 情報等について

 自然環境情報等のＧＩＳの基礎情報をつくることと、電子情報化を検討する

必要がある。

 土砂は水で動くので流量の情報が必要である。

ｈ 添付資料

候補地内の河川位置図：図 6-1

河川別工種別工作物設置数：表 6-1
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図 6-1

知床世界自然遺産候補地内の河川位置図
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（イ）第２回河川工作物ワーキンググループ

ａ 河川工作物の設置等について

 北海道開発局設置の橋脚保護等のために設置した工作物についても調査

して欲しい。

ｂ 評価表及び調査項目等について

 河床の安定度を評価する項目に、具体的には石礫の表面にスギゴケの着生

の有無（スギゴケが着生するのに７年～10 年位かかる）を調査項目に入

れるべきである。

 川底の礫が浮石か沈み石かの項目を入れるべきである。

 河川の時間的な連続性を考えた方が良い。川幅も河床組成等も時間の経過

によって変化するため、現在の川の状態だけで評価するのは危険である。

 既存の河川工作物をそのままに推移させ、変化を見ることも必要である。

 住民合意については、イワウベツ川のふ化場など調査に入る前の説明なり、

目的を理解してもらうことが必要である。また、漁業者とワーキンググル

ープとのコンタクトが必要である。

ｃ 情報等について

 文献リストを整理してほしい。併せて、河川工作物の位置も分かりやすく

データベース化し、可能なものはＧＩＳ化して誰でも使えるようにしてほ

しい。

 オショロコマを含めサケ科魚類に関する論文の整理をしておくべきであ

る。

ｄ 添付資料

河川別河川工作物設置数：表 6-2
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河川別河川工作物設置数

河川工作物設置者 魚道 複断面

対象河川 森林

管理局
北海道 町 協会 計

森林

管理局
北海道

森林

管理局
北海道

備 考

ポンプタ川 7 7

イワウベツ川 13 1 2 16 2

アイドマリ川 2 2

オショロッコ川 1 1

モセカルベツ川 6 6 12 6

オッカバケ川 2 1 3 1

知徒来川 10 10

羅臼川 11 21 2 34 5

ショウジ川 1 1

ケンネベツ川 8 8

チエンベツ川 2 2

サシルイ川 2 2 2

ルシャ川 3 1 4 3

合 計 52 44 3 3 102 2 7 0 10

※ 河川工作物とは、具体的には谷止工、床固工、砂防えん堤工、取水堤、ボックスカルバート、

流路工、ふ化場工作物を指す。

※ 協会とは、北見管内さけ・ます増殖事業協会である。

※ 第１回河川工作物ＷＧ資料より 14 基増となった理由は、

１. 町、北見管内さけ・ます増殖事業協会が設置６基。

２. 知徒来川枝沢の山腹工に伴う流路工８基。

表 6-2
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（ウ）第３回河川工作物ワーキンググループ（現地検討会）

ａ ルシャ川について

 ３基ある低ダムが遡上をすべて妨げている訳ではないが、ある程度遡上阻

害は生じている。ダムをすこし削れば遡上環境が良くなる。

 大雨が降ると林道が流されたり、産卵床がなくなったりする。長期的なア

プローチが必要である。

 流木の海への流出を防ぐ必要性はあるが、流木はある程度出るものであり、

漁民の理解も必要である。

 ルシャ川を一つの事例として、床固工的な方法で、河床低下及び環境面か

らもある程度クリアできるものと思われる。

ｂ イワウベツ川について

 イワウベツ川本流には巨礫が多く堆積している。土石流が 10 年か 15 年お

きに発生しており、防災的に非常に危険な川である。スリット化は危険で

ある。

 サケ科魚類の再生環境として赤イ川を優先して遡上できる環境を整理し、

その後ピリカベツ川、そして本流と考えるのが妥当である。

 ダム天端を切り下げながら下の落差を埋めていき、人為的な遡上環境をつ

くるという方法も考えられる。

 災害問題では、治山ダムに埋まっている土砂を下流側でなんとか処理しな

ければ災害を未然に防ぐことはできない。ハードな構造物で止めるという

よりも、警戒警報施設を配置し、危ないときに逃げるという対策も実施す

る必要がある。

 ダムを切り下げる高さはどの位にすれば良いのか、行政の立場としては非

常に難しい問題で、事故、災害の発生や橋等に被害が出た場合には責任問

題が生じる。

 水抜き穴からの土砂抜けにより下流に被害が発生した事例として、治山ダ

ムの鉄バクテリアを含んだヘドロ状堆積土砂が抜けて川が真っ赤になり、

非難されたことがある。

 スリット化したことにより土砂が流れ出し、下流で水道水の取水源を汚染

した問題があった。渓流ではどういう性質のものが溜まるのか調査したう

えで方法を考える必要がある。

ｃ 盤ノ川について

 水質・水温はサケ科魚類か生息できる環境にあるものの、原因は分からな

いが魚類はいない、昔はいたと聞いている。
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ｄ ピリカベツ川について

 ダムの下にはオショロコマが各年令の物が一通りおり、サケ科魚類の再生

産は可能と思われる。

ｅ 赤イ川について

 サクラマスの再生産には大変重要な種川と思う。

 オショロコマの一番密度が高いのは、白イ川と赤イ川の合流点の下流であ

る。

 №12 の鋼製のダムに手を着けるのは恐ろしいので、下側のダムとは遡上

の連続性は確保されないが、様子を見ながら上側のダムを切り下げること

も考えられると思う。

 №12 の右岸にある崩壊地は、今は木本類が生えていないが、ダムの左岸

を切り下げ、右岸の崩壊地の脚部堆積物を全部持って行かれないようにす

れば、水位が下がり木本類が生えて固定されるので、山脚部の保護になる

と考えることができる。

 白イ川との合流点より上流は酸性が非常に高いので魚類は全くいない。

ｆ その他について

● 土砂を貯める目的の砂防ダムに魚道を作るには、常に維持管理を前提に作

らなくてはならないので大変である。

 各河川の地質・地形の整理と過去の災害の履歴を調べることが大切である。
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（エ）第４回河川工作物ワーキンググループ

ａ 影響評価手法等について

 自然の滝の落差１ｍについて、落差だけではいえない。滝の形態によって

滑滝は３ｍでも上れるものがあるので表現の工夫が必要である。

 礫区分は、カラフトマスは礫構成が 20cm のところでも産卵床を作ってい

るので、これで良い。

 評価フローは総合的に見る必要がある。

ｂ 調査結果等について

 赤イ川と白イ川の合流点より上流部は、ｐＨが高くて生息環境にない。

ｃ イワウベツ川について

 イワウベツ川は魚類にとって複雑な川で、本流のダムに魚道を付ける話が

あるが、赤イ川の方に魚を上らせたほうが良い。

ｄ ルシャ川について

 ３番目の工作物の落差は 34cm であるが、11 月になると 80％は上れなくな

っている。水温の関係だと思うが一概に落差だけではいえない。

ｅ モセカルベツ川について

 急流河川で暴れていて、下流に民家が張り付いているので厳しい条件であ

る。

 右岸に崩壊地があり、防災面から不安材料が多い。ここを改修するのは危

険である。

 下流側に土砂が供給されており、サケ科魚類にとっては良い生息環境にあ

る。

ｆ サシルイ川について

 魚道の整備を考えるべきである。河床礫が荒く、卵が流されて死んでいる

ので、上流へ遡上させる必要がある。

 オショロコマ、カラフトマス、シロザケ、サクラマスが生息しているが、

１番目のダムは 20％程度しか遡上していない。２番目のダムの魚道もほ

とんど遡上できない状態であるが、１番目と２番目のダムとの間には再生

産できる範囲が広いので、まずは１番目のダムを上らせる必要がある。

ｇ 添付資料

河川別河川工作物設置数：表 6-3
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河川別河川工作物設置数

（平成 17 年 11 月末現在）

河川工作物設置者 魚道 複断面

対象河川 森林

管理局

北海道

開発局
北海道 斜里町 羅臼町 協会 計 森局 道 森局 道

備 考

ルシャ川 3 1 4 3 17年度対象河川

ポンプタ川 7 7

イワウベツ川 13 7 4 3 27 2 17年度対象河川

ホロベツ川 5 5

アイドマリ川 2 2

オショロッコ川 1 1

モセカルベツ川 6 6 12 6 17年度対象河川

オッカバケ川 2 1 3 1 17年度対象河川

知徒来川 10 10

羅臼川 11 21 2 34 5

ショウジ川 1 1

ケンネベツ川 8 8 17年度対象河川

チエンベツ川 2 2

サシルイ川 2 2 2 17年度対象河川

合 計 52 12 44 4 2 4 118 2 7 0 10

※ 河川工作物とは、具体的には谷止工、床固工、砂防えん堤工、取水堤、ボックスカルバート、

流路工、ふ化場工作物を指す。

※ 協会とは、北見管内さけ・ます増殖事業協会である。

※ 第２回河川工作物ワーキンググループ資料より、16 基設置数が増となった理由は、現地調査の

結果、北海道開発局 12 基、さけ・ます増殖事業協会１基、斜里町３基の設置が確認されたため

である。

表 6-3
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（オ）第５回河川工作物ワーキンググループ

ａ 流出可能土砂量及び河川工作物等について

 渓流内滞留土砂量については、土砂流量に関係づけるものが必要である。

 防災側から見ると掃流力は下位のレベルであり、土石流・斜面崩壊など、

本当はもっと危険である。

ｂ 影響評価結果等について

 イワウベツ川の工作物№７、№３までは、オショロコマが遡上しているの

で、盤ノ川を含めて再検討が必要である。しかし、工作物№７、№３を最

優先してやってほしいということではない。工作物№４は水温、ｐＨの関

係からこの上流に魚はいないので、このままで良い。

 オッカバケ川の工作物№１は、時期によって遡上できていない。天端が広

く水平なので遡上できないので、一寸天端を削るだけで問題が解決する。

 サシルイ川については魚道の改修だけでは不十分である。

 ケンネベツ川は河口で養殖を行っており、漁民から問題が提起されること

が考えられるので十分配慮して欲しい。

 ｢現状維持が適当｣との評価は、未来永劫にわたるものではなく、保全対象

の状況の変化や技術的な問題点等が解決できれば、その時点で検討すると

いう意味であり、｢改良の検討を行うことが適当｣と評価した 10 基を最優

先して改良する必要がある。

ｃ 評価フロー及び評価表等について

 現状維持という言葉は適切か。

 改修した後も維持管理が必要であり、モニタリングをして将来どうなるの

かをフローに入れてほしい。
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